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み ん な と つ な が る 。 こ う ほ う ご じ ょ う 。

広報五條広報五條

（写真）6月３日・4日、（仮称）五條総合体育館の現場見学会が開催され、
約 320 人が参加しました。完成後はスポーツや文化活動の拠点として、
五條市のみならず奈良県を代表する施設としての役割が期待されていま
す。
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10
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
建
設
中
!!

（
仮
称
）
五
條
総
合
体
育
館

参議院議員通常選挙が

  7 月 10 日（日）に行われます。

今回の選挙から選挙権年齢が引き下げられ、

投票日の翌日（7月 11 日を含む）までに、満 18歳の誕生日を迎えてい
る人に選挙権があります。※詳しい内容については８ページを見てください。

投票を忘れずに！



６月６日開会された五條市議会６月定例会で、太田市長が市政

の報告を行いました。五條市が取り組んでいる事業などの主な

ものについて、執行状況などを皆さんにお知らせします。

　

地
方
創
生
加
速
化
推
進
事
業
交
付

金
を
活
用
し
「
五
條
市
地
域
資
源
を

活
か
し
た
産
業
と
ブ
ラ
ン
ド
創
造
事

業
」
を
展
開
し
ま
す
。
次
世
代
を
担

う
学
生
等
の
若
者
を
対
象
と
し
た
、

五
條
市
「
学
生
版
」
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
を
創
設
し
、
若
者
が
ま

ち
づ
く
り
に
参
画
で
き
る
機
会
、
若

者
の
社
会
参
加
へ
の
契
機
と
し
ま
す
。

　

五
條
市
の
特
産
品
や
魅
力
を
全
国

に
発
信
し
、
知
名
度
ア
ッ
プ
と
寄
附

の
推
進
を
図
り
、
地
元
の
商
業
お
よ

び
産
業
を
活
性
化
す
る
た
め
、
全
国

約
９
７
０
０
万
人
以
上
の
会
員
数
を

誇
る
株
式
会
社
楽
天
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
、
奈
良
県
内
初
と
な
る
楽
天
市
場

で
の
ふ
る
さ
と
納
税
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
ま
す
。

　

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の

交
通
手
段
と
し
て
、
五
條
バ
ス
セ
ン

タ
ー
か
ら
新
路
線
の
運
行
を
開
始
し

ま
し
た
。
利
用
調
査
を
続
け
る
と
同

時
に
、
利
用
者
の
声
も
聞
き
な
が
ら
、

さ
ら
に
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
通

院
や
買
い
物
等
が
で
き
る
よ
う
交
通

手
段
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

災
害
へ
の
備
え
と
し
て
全
国
18
の

自
治
体
と
災
害
時
の
応
援
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
す
。
先
般
発
災
し
た
熊

本
地
震
に
際
し
、
協
定
に
基
づ
き
熊

本
県
錦
町
お
よ
び
宮
崎
県
高
原
町
へ

３
名
の
職
員
を
派
遣
し
、
報
告
書
に

基
づ
き
支
援
物
資
を
現
地
に
発
送
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

は
現
地
工
事
に
着
手
し
、
災
害
等
の

緊
急
時
に
安
全
・
安
心
に
関
わ
る
情

報
を
市
民
に
い
ち
早
く
提
供
で
き
る

よ
う
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
あ
わ

せ
、「
市
民
の
つ
ど
い
」
な
ど
啓
発

活
動
を
実
施
。
運
転
手
の
交
通
規
範

意
識
向
上
に
よ
る
交
通
事
故
抑
止
や
、

「
動
く
防
犯
カ
メ
ラ
」
と
し
て
の
犯

罪
抑
止
効
果
を
目
的
と
し
た
、
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
装
着
補
助
金
制
度

を
本
年
度
も
約
３
０
０
台
を
目
途
に

募
集
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
五
條

警
察
署
な
ど
各
種
関
係
機
関
と
連
携

し
、
犯
罪
や
交
通
事
故
の
無
い
、「
住

ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
五
條
市
」

の
実
現
に
向
け
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
政
府
予
算
と
し
て
、

引
き
続
き
自
衛
隊
展
開
基
盤
調
査
費

４
百
万
円
が
、
ま
た
、
奈
良
県
に
お

き
ま
し
て
も
県
防
災
拠
点
調
査
等
の

予
算
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
平
成
29
年
度
政
府
予
算
に
自
衛

隊
展
開
基
盤
に
関
わ
る
予
算
が
計
上

さ
れ
る
よ
う
県
と
連
携
し
て
関
係
機

関
へ
要
望
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

消
防
団
、
五
條
消
防
署
、
危
機
管

理
課
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
無
線
に
よ

る
相
互
の
通
信
体
制
が
確
保
さ
れ
ま

し
た
。
地
区
の
消
防
防
災
拠
点
を
整

備
し
、
防
災
機
能
の
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

人
権
問
題
に
関
す
る
啓
発
推
進
事

業
を
開
催
し
、
人
権
意
識
の
向
上
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
市
民
と
の
連

携
を
よ
り
一
層
深
め
な
が
ら
、
人
権

尊
重
の
精
神
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
「
人

権
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、

よ
り
活
発
な
市
民
啓
発
を
進
め
ま
す
。

　

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
連

携
を
図
り
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
の
一
助
と
し
て
、
五

條
市
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
金
交
付

要
綱
を
定
め
、
一
般
不
妊
治
療
に
要

す
る
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
乳
児
の
す
こ
や
か
な
成
長
や
母

親
の
子
育
て
に
対
す
る
不
安
の
軽
減

お
よ
び
虐
待
を
予
防
す
る
た
め
、
専

門
職
に
よ
る
各
種
相
談
や
、
五
條
市

生
後
１
か
月
母
子
健
康
診
査
費
助
成

金
交
付
要
綱
を
定
め
受
診
費
用
の
一

部
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
か
ら
、
助
成
の
対
象
を

２
級
手
帳
所
持
者
ま
で
拡
充
し
ま
し

た
。

　

政
府
が
掲
げ
る
一
億
総
活
躍
社
会

の
実
現
に
向
け
、
低
所
得
の
高
齢
者

へ
の
支
援
と
し
て
臨
時
福
祉
給
付
金

の
申
請
受
付
を
４
月
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
利
用

児
童
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

公
立
で
２
施
設
を
増
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
４
月
か
ら
、
ち
べ
ん
学

童
保
育
所
お
よ
び
な
か
よ
し
学
童
保

地
方
創
生
へ
の
取
組
事
業

ふ
る
さ
と
納
税

年
金
生
活
者
等
支
援

消
防
・
防
災
拠
点
の
整
備

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上

防
災
対
策

陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致

人
権
の
ま
ち
づ
く
り

市
内
公
共
交
通

少
子
化
対
策

精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

　
　
　

臨
時
福
祉
給
付
金

児
童
福
祉
・
子
育
て
支
援
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　　市政の報告
　　4月から現在までの市政の概要について報告します。

育
所
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
１
ク
ラ

ス
ず
つ
増
設
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
五
條
児
童
館
で
は
、
就
学
前
児

童
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た
各
種
の

子
育
て
ひ
ろ
ば
の
開
催
を
４
月
以
降

隔
週
か
ら
毎
週
に
拡
充
し
、
児
童
と

保
護
者
の
ふ
れ
あ
い
の
場
や
育
児
相

談
の
場
と
し
て
、
よ
り
多
く
利
用
さ

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

京
奈
和
自
動
車
道
大
和
・
御
所
道

路
区
間
全
線
は
、平
成
28
年
度
末
（
予

定
）
に
供
用
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
国

土
交
通
省
か
ら
発
表
さ
れ
て
お
り
、

順
次
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
２
月
に
奈
良
県
と
の
ま

ち
づ
く
り
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
平
成
27
年
度
に
お
い
て
五
條
病

院
周
辺
地
区
と
五
條
中
心
市
街
地
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
を
策
定

し
、
平
成
28
年
２
月
に
奈
良
県
と
基

本
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
個
々
の
事
業
に
つ
い
て
県
と
の

個
別
協
定
を
締
結
す
る
予
定
で
す
。

新
た
な
中
南
和
の
玄
関
口
を
目
指
し
、

京
奈
和
五
條
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
活
性

化
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
（
仮
称
）
五
條
総
合
体
育
館
建
設

工
事
は
本
年
秋
の
完
成
を
目
指
し
て

順
調
に
進
ん
で
お
り
、
完
成
後
は
、

県
南
部
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
観
光
拠

点
と
し
て
、
世
代
を
超
え
、
地
域
を

越
え
た
ス
ポ
ー
ツ
文
化
・
交
流
の
発

信
地
と
な
る
よ
う
な
施
設
運
営
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ジ
ビ
エ
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化

事
業
で
は
、
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
、

シ
カ
を
地
域
の
資
源
と
し
て
捉
え
、

有
効
活
用
す
る
こ
と
で
地
域
を
活
性

化
し
て
い
き
ま
す
。

　

全
国
的
に
後
継
者
不
足
が
叫
ば
れ

る
農
業
分
野
に
お
い
て
順
調
に
後
継

者
育
成
が
進
む
本
地
域
の
強
み
を
活

か
す
た
め
、
若
い
生
産
農
家
を
中
心

に
連
携
を
密
に
し
、
全
国
に
向
け
引

き
続
き
積
極
的
に
マ
ス
コ
ミ
等
へ
の

Ｐ
Ｒ
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を

実
施
し
ま
す
。

　

関
係
団
体
と
共
に
柿
の
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
を
継
続
し
、
関
係
機
関
の
連

携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
全
国
へ

向
け
て
、「
五
條
の
日
本
一
の
柿
」

の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
五
條
市
の
Ｐ
Ｒ
を

強
化
し
ま
す
。

　

県
内
外
に
出
向
い
て
告
知
や
出
展

参
画
を
行
う
と
と
も
に
、
市
内
開
催

イ
ベ
ン
ト
の
拡
充
を
図
る
こ
と
で
市

民
お
よ
び
市
外
の
観
光
客
に
お
も
て

な
し
が
で
き
る
催
事
企
画
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　

道
の
駅
「
吉
野
路
大
塔
」
の
レ
ス

ト
ラ
ン
「
テ
ヅ
カ
フ
ェ
」
は
、本
年
度
、

昨
年
よ
り
も
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た

事
業
展
開
を
し
て
い
ま
す
。

　

低
廉
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
水

に
浄
水
し
不
断
の
供
給
を
継
続
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
粉
末
活

性
炭
注
入
設
備
の
改
修
を
予
定
し
て

い
ま
す
。　

　

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
水

道
未
普
及
地
域
の
本
谷
地
区
に
給
水

を
開
始
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

　

学
校
適
正
化
に
つ
い
て
は
、「
五

條
市
学
校
適
正
化
検
討
委
員
会
」
か

ら
の
答
申
内
容
を
十
分
尊
重
し
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
良
い
教
育

環
境
の
実
現
に
向
け
て
、
本
年
度
末

を
め
ど
に
策
定
す
る
「
学
校
適
正
化

基
本
計
画
」
の
考
え
方
を
定
め
る
た

め
、「
学
校
適
正
化
の
た
め
の
基
本

方
針
」
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

　

賀
名
生
分
校
の
魅
力
化
推
進
事
業

に
つ
い
て
は
、
教
育
内
容
や
運
営
方

法
な
ど
奈
良
県
と
協
議
を
重
ね
な
が

ら
、
実
習
を
支
援
す
る
事
業
所
の
選

定
な
ど
、
組
織
づ
く
り
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

新
規
事
業
と
し
て
地
域
を
愛
す
る

心
を
育
む
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
の
教

材
の
作
成
や
、
大
学
と
連
携
し
て
理

科
好
き
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

「
サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
ク
ー
ル
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
本
年
５
月
か
ら
、
ひ
き
こ
も
り
に

悩
ん
で
い
る
人
や
家
族
を
支
援
す
る

た
め
に
「
県
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
」

の
『
出
張
相
談
会
』
を
開
設
し
、
ア

ド
バ
イ
ス
と
共
に
支
援
機
関
の
紹
介

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
塔
町
の
県
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
「
篠
原
お
ど
り
」
の
保
存
や
、
地

域
の
文
化
・
歴
史
の
掘
り
起
し
の
ほ

か
、
新
し
い
市
史
の
編
さ
ん
に
つ
い

て
、
今
後
の
計
画
策
定
・
実
施
の
た

め
の
組
織
作
り
を
中
心
に
行
っ
て
い

ま
す
。

京
奈
和
自
動
車
道

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

学
校
教
育

教
育
行
政

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

有
害
鳥
獣
を
特
産
品
に

観
光
振
興

柿
の
振
興
に
つ
い
て

水
道
事
業

文
化
・
歴
史
の
継
承
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伊
半
島
大
水
害
か
ら
の
復
旧

陸
自
第
７
施
設
群
が
訪
問

義援金を届けていただいた五條混声合唱団＆グループ環のみなさん

　

市
内
で
活
動
す
る
五
條
混
声
合
唱

団
コ
ー
ル
・
ジ
ッ
ポ
ウ
と
女
声
合
唱

団
グ
ル
ー
プ
環
が
市
役
所
を
訪
問
し
、

太
田
市
長
に
義
援
金
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

４
月
29
日
に
日
頃
の
公
民
館
学
習

の
成
果
を
発
表
す
る
た
め
、
ジ
ョ
イ

ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
際
に
、

熊
本
地
震
の
被
災
地
に
届
け
る
べ
く

募
金
活
動
を
行
っ
た
も
の
で
、
市
に

預
け
ら
れ
た
義
援
金
は
日
本
赤
十
字

社
へ
送
金
し
、
被
災
地
へ
と
届
け
ら

れ
ま
す
。

　

牧
野
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
が
奈
良
県
大

会
を
勝
ち
抜
き
、
７
月
29
日
か
ら
福

岡
県
久
留
米
市
で
開
催
さ
れ
る
筑
後

川
旗
第
33
回
西
日
本
学
童
軟
式
野
球

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

出
場
を
前
に
21
人
の
選
手
が
市
役

所
を
訪
問
し
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
福
井

一
颯
く
ん
（
牧
野
小
６
年
）
は
「
智

辯
学
園
の
よ
う
に
優
勝
し
ま
す
！
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

優
勝
を
め
ざ
し
頑
張
り
ま
す

牧
野
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ

　

西
日
本
学
童
軟
式

　
　

野
球
大
会
出
場
!!

牧野ジュニアーズの選手、保護者、監督らと全員で「やるぞ！」と記念撮影しました。

６/１・２

市長と懇談する群長の長浦１佐（写真左から 2人目）

　

陸
上
自
衛
隊
第
７
施
設
群
21
名
の

皆
さ
ん
が
五
條
市
で
災
害
現
地
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。
群
長
の
長
浦
１

佐
が
市
長
を
訪
問
し
、
市
長
か
ら
は

平
成
23
年
台
風
12
号
に
よ
る
災
害
時

の
救
助
活
動
な
ど
へ
の
感
謝
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
カ
ル
ム
五
條

に
お
い
て
危
機
管
理
監
か
ら
、
平
成

23
年
台
風
12
号
に
よ
る
大
水
害
に
つ

い
て
説
明
、
宇
井
・
赤
谷
な
ど
の
被

災
地
に
お
い
て
現
地
研
修
、
市
長
・

市
議
会
議
長
等
と
「
星
の
く
に
」
に

お
い
て
意
見
交
換
会
を
実
施
し
て
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

６/３

平
成
23
年
台
風
12
号
災
害
被
災
地
へ

奈
良
ダ
イ
ハ
ツ
㈱

か
ら
寄
贈

６/１　

海
保
力
也
奈
良
ダ
イ
ハ
ツ
株
式
会

社
社
長
、
岩
井
洋
帝
塚
山
大
学
学
長

が
市
役
所
を
訪
問
し
、
太
田
市
長
に

寄
付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。
昨
年
ダ

イ
ハ
ツ
か
ら
発
売
さ
れ
て
い
る
軽
自

動
車
・
コ
ペ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
が
県
内

で
開
催
さ
れ
、
市
内
数
か
所
を
ツ
ー

リ
ン
グ
し
た
際
に
、
平
成
23
年
の
台

風
12
号
災
害
で
被
災
し
た
被
災
地
へ

の
寄
付
金
を
募
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

帝
塚
山
大
学
と
ダ
イ
ハ
ツ
は
連
携

し
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
当
日
の
参

加
者
で
あ
っ
た
岩
井
学
長
と
２
人
で

届
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

写
真
左
か
ら
太
田
市
長
、
海
保
力
也
奈
良
ダ
イ
ハ
ツ

株
式
会
社
社
長
、
岩
井
洋
帝
塚
山
大
学
学
長

熊
本
地
震
被
災
地
へ

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

五
條
混
声
合
唱
団

　
　

＆
グ
ル
ー
プ
環

６/１

　

I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活

用
し
、
阪
合
部
小
学
校
４
年
生
９
人

と
野
原
小
学
校
４
年
生
22
人
が
、
研

究
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
画
面
に
映

し
出
さ
れ
る
お
互
い
の
映
像
を
見
な

が
ら
、
国
語
の
授
業
の
課
題
を
発
表

し
あ
っ
た
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ

て
画
像
の
取
り
込
み
や
、
メ
モ
の
書

き
込
み
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
文
部
科
学

省
の
協
働
学
習
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
の
I
C
T
活
用
事
業
の
指
定
校
と

し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
今
後
も

活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

I
C
T
を
活
用

阪
合
部
小
学
校
・
野
原

小
学
校
の
公
開
授
業

６/8
画
面
に
映
し
出
さ
れ
る
お
互
い
の
教
室
を
見
な
が
ら
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
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歴
史
や
ま
ち
並
み
に
関
す
る
著
作
も
多
い
梶
本
氏

体
育
館
の
外
観
、上
野
公
園
の
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
歴
史
に
精
通
し
、
各
方

面
で
活
躍
を
さ
れ
て
い
る｢

ひ
げ
の
梶

さ
ん｣

こ
と
梶
本
晃
司
氏
が｢

歴
史
と

柿
の
ま
ち
・
大
和
五
條
市
観
光
戦
略

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
に
就
任
し
ま
し
た
。

梶
本
氏
が
主
催
す
る
歴
史
探
歩
の
会

は
、
す
で
に
40
余
年
、
催
行
回
数
も

約
５
０
０
０
回
。
と
も
に
発
見
や
出

会
い
の
よ
ろ
こ
び
を
味
わ
い
た
い
と

願
う
気
持
ち
か
ら
、
厳
島
神
社
（
国

宝
）
、
宮
島
の
千
畳
閣
・
金
沢
の
石

川
門
・
能
登
の
時
国
家
（
国
指
定
重

要
文
化
財
）
な
ど
を
舞
台
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
や
演
出
の
分
野
に
も

活
動
を
広
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
に
お
け
る
新
し
い
テ
ー
マ
型
観
光

の
活
性
化
に
も
取
り
組
み
、
各
地
で

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

梶
本
氏
と
と
も
に
五
條
市
の
魅
力

あ
ふ
れ
る
歴
史
を
P
R
し
て
い
き
ま

す
。

歴
史
と
柿
の
ま
ち
・
大
和
五
條
市

梶
本
晃
司
氏
が
観
光
戦
略

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任

実
際
の
建
物
を
使
用

五
條
消
防
署

救
助
隊
実
地
訓
練

　

休
院
し
て
改
装
中
の
県
立
五
條
病

院
で
、
管
理
団
体
で
あ
る
南
和
広
域

医
療
企
業
団
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、

解
体
部
分
の
鉄
扉
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
壁
を
実
際
に
破
壊
し
て
、
地
震

等
に
よ
る
倒
壊
建
物
か
ら
の
救
助
を

想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
訓
練
に
参
加
し
た
救
助
隊
は
、

放
射
性
物
質
な
ど
に
よ
る
特
殊
な
災

害
に
対
応
す
る
部
隊
と
し
て
、
本
年

４
月
に
発
足
し
た
奈
良
県
広
域
消
防

組
合
の
特
別
救
助
隊
３
隊
の
内
の
１

隊
で
、
現
在
15
名
が
日
々
訓
練
に
励

ん
で
い
ま
す
。

５/30

10
月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
工
事
中

（
仮
称
）
五
條
総
合
体
育
館
見
学
会
を
開
催

　

９
月
末
完
成
、
10
月
オ
ー
プ
ン
を

目
指
し
て
工
事
中
の
（
仮
称
）
五
條

総
合
体
育
館
の
見
学
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
現
在
の
進
捗
率
は
85
％
で
、

床
な
ど
も
ま
だ
張
ら
れ
て
い
な
い
状

態
で
す
が
、
県
産
の
集
成
材
を
使
用

し
た
木
造
ト
ラ
ス
構
造
の
天
井
や
、

開
放
感
の
あ
る
舞
台
な
ど
が
公
開
さ

れ
ま
し
た
。
太
田
市
長
は
「
地
域
の

木
材
を
使
っ
た
体
育
館
が
完
成
し
て

終
わ
り
で
は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
面
で
利
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
ス
タ

ー
ト
」
と
し
て
積
極
的
な
情
報
発
信

を
し
て
い
き
た
い
と
語
り
ま
し
た
。

６/３・４

設
計
監
修
の
東
海
大
学
・
杉
本
教
授（
写
真
右
）と
と
も
に
取

材
を
受
け
る
太
田
市
長

五
條
市
の
活
性
化
拠
点
と
し
て

み
よ
し
邸
オ
ー
プ
ン

　

新
町
通
り
の
築
１
０
０
年
ほ
ど
の

空
き
家
を
改
装
し
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
事
業
で
の
地
元
若
者
の
起

業
支
援
や
学
習
塾
事
業
、
地
元
産
品

の
通
販
事
業
な
ど
の
事
業
を
行
う
み

よ
し
邸
（
本
町
２
丁
目
５
番
19
号
）
が
、

株
式
会
社
G
O
J
O
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

よ
っ
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

N
P
O
法
人
大
和
社
中
の
ま
ち
お

こ
し
活
動
や
五
條
市
の
持
つ
歴
史
や

文
化
的
な
素
地
を
生
か
し
、
次
世
代

を
担
う
若
者
の
活
力
を
受
け
止
め
、

ビ
ジ
ネ
ス
と
す
る
こ
と
で
地
元
へ
の

定
着
や
愛
郷
心
を
養
う
こ
と
を
目
指

し
、
７
月
１
日
か
ら
各
事
業
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。

６/１

普段の訓練ではできない貴重な経験となりました。

か
じ
も
と　

こ
う
じ
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平
成
28
年
度
五
條
市
自
治
連
合
会

定
期
総
会
が
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
新
役
員
の
紹
介
や
自
治

功
労
者
の
表
彰
、
予
算
審
議
な
ど
が

行
わ
れ
、
会
長
に
は
野
原
地
区
の
丸

山
泰
登
美
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
役
員

（
役
職
名
・
氏
名
・
地
区
名
）（
敬
称
略
）

会
長　

　

丸
山　

泰
登
美
（
野
原
地
区
）　

副
会
長

　

福
岡　

恒
一
郎
（
北
宇
智
地
区
）

地
域
の
声
を
伝
え
る
た
め
に
活
動
し
て
い
き
ま
す

五
條
市
自
治
連
合
会
定
期
総
会

5/28
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岡
本　

光
弘
（
本
町
地
区
）

　

堀
内　

伸
晃
（
二
見
地
区
）

　

髙
﨑　

浩
司
（
あ
づ
み
台
地
区
）

　

丹
原　

敏
男
（
新
町
地
区
）

事
務
局
長

　

久
保　

久
彦
（
中
央
地
区
）

会
計　

　

菊
川　

善
久
（
須
恵
岡
口
地
区
）

監
事

　
　
　

啓
助
（
白
銀
南
地
区
）　　
　

　

川
村　

家　
（
宗
桧
中
地
区
）

書
記

　

永
井　

正
貴
（
五
條
東
地
区
）

顧
問

　

谷
向　

秀
喜
（
牧
野
地
区
）

理
事

　

片
岡　

義
博
（
宇
智
地
区
）

　

池
上　

輝
雄
（
田
園
地
区
）

　

馬
場　

典
彦
（
阪
合
部
地
区
）

　

木
之
下　

三
朗
（
南
宇
智
地
区
）

　

亀
田　

平
和
（
南
阿
太
地
区
）

　

藤
井　

利
美
（
大
阿
太
地
区
）

　

上
東　

芳
孝
（
白
銀
北
地
区
）

　

今
北　

皓
一
（
賀
名
生
地
区
）

　

谷
口　

幸
雄
（
宗
桧
上
地
区
）

　

畠
山　

金
作
（
宗
桧
下
地
区
）

　

市
平　

克
之
（
大
塔
地
区
）

■
自
治
功
労
者
表
彰
（
敬
称
略
）

◆
市
長
表
彰

　

河
田　

勲
男
（
北
相
互
町
自
治
会
）

　

岡
本　

光
弘
（
緑
町
自
治
会
）

　

細
川　

直
美
（
鉄
屋
橋
町
自
治
会
）

　

久
保　

健
也（
東
ウ
ベ
ヤ
町
自
治
会
）

　

中
野　

俊
作
（
中
之
町
自
治
会
）

　

中
川　

雅
文
（
バ
ス
セ
ン
タ
ー
町
自
治
会
）

　

芳
田　

忠
男（
向
霊
安
寺
町
自
治
会
）

　
◆
会
長
表
彰

　

江
森　

史
敏
（
ウ
ベ
ヤ
町
自
治
会
）

　

小
松　

勝
（
相
栄
北
町
自
治
会
）

　

清
水　

勝
（
芝
添
町
自
治
会
）

　

菊
川　

義
崇
（
北
之
町
自
治
会
）

　

吉
村　

幸
高
（
魚
之
棚
町
自
治
会
）

　

駒
井　

照
久
（
阪
下
町
自
治
会
）

　

楠
田　

耕
三
（
田
中
町
自
治
会
）

　

吉
田　

正
彦（
日
之
出
町
西
自
治
会
）

　

桐
谷　

佳
和
（
本
陣
町
自
治
会
）

　

松
井　

弘
（
二
見
北
之
町
自
治
会
）

　

荒
井　

勝
男（
一
進
池
之
町
自
治
会
）

　

樫
内　

圭
一（
有
家
県
営
住
宅
Ｂ
自
治
会
）

　

米
田　

清　
（
長
曽
町
自
治
会
）

　

櫻
井　

義
久
（
中
筋
町
自
治
会
）

　

笹
谷　

幸
作
（
水
沢
町
自
治
会
）

　

馬
場　

典
彦
（
大
野
町
自
治
会
）

　

坂
口　

敏
教
（
小
山
町
自
治
会
）

　
　

田　

正
（
久
留
野
町
自
治
会
）

　

水
取　

勝
美（
中
霊
安
寺
町
自
治
会
）

　

藤
田　

弘
（
上
丹
原
町
自
治
会
）

　
　

本　

善
昭
（
中
丹
原
町
自
治
会
）

　
　
　

啓
助
（
十
日
市
自
治
会
）

　

井
田　

八
十
士
（
茄
子
原
自
治
会
）

　

小
西　

利
之
（
本
谷
自
治
会
）

　
　

田　

知
勝
（
永
谷
自
治
会
）

　
　

林　
　

次
（
西
野
自
治
会
）

　

加
藤　

利
明
（
城
戸
自
治
会
）

　

竹
原　

厚
司
（
飛
養
曽
自
治
会
）

　

平　

眞
人
（
天
辻
自
治
会
）

　

福　
　

清
市
（
中
原
自
治
会
）

就任あいさつをする丸山泰登美自治連合会長

市
長
表
彰
の
様
子
、表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

新
役
員
で
集
合
写
真

6ごじょうフォトニュース



5/8 ～

市
民
球
技
大
会
の
結
果
報
告

熱
戦
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

▼
サ
ッ
カ
ー

（
中
学
生
の
部
）

優　

勝　

五
條
西
中
学
校

準
優
勝　

五
條
中
学
校

（
社
会
人
１
部
）

優　

勝　

五
條
Ｆ
Ｃ

準
優
勝　

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ 

Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｄ

（
社
会
人
2
部
）

優　

勝　

ビ
ー
ン
ズ

準
優
勝　

Ｇ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
シ
ニ
ア

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

（
中
学
生
男
子
）

優　

勝　

五
條
西
中
学
校

準
優
勝　

野
原
中
学
校

（
中
学
生
女
子
）

優　

勝　

五
條
西
中
学
校

（
一
般
男
子
）

優　

勝　

ゴ
ン
ザ
レ
ス

準
優
勝　

レ
ジ
ェ
ン
ド

第
３
位　

フ
ィ
エ
ス
タ

第
４
位　

ネ
ク
サ
ス

（
一
般
女
子
）

優　

勝　

B
l
u
e-

G

準
優
勝　

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ

▼
テ
ニ
ス

（
男
子
ダ
ブ
ル
ス
）

優　

勝　

辻
尾 

和
也
・
山
本 

喜
久

　

第
34
回
市
民
球
技
大
会
は
、
こ
れ
ま
で
に
約
７
０
０
人
が
参
加
し

て
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
競
技
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

準
優
勝　

今
岡 

守
・
櫻
井 

義
容

（
混
合
ダ
ブ
ル
ス
）

優　

勝　

麻 
健
一
朗
・
田
中 

計
江

準
優
勝　

正
木 
亮
一
・
正
木 

ち
あ
き

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

優　

勝　

窪

準
優
勝　

フ
レ
ン
ド

第
三
位　

下
之

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

Ａ
ゾ
ー
ン

優　

勝　

櫻
本 

耕
三
（
牧
野
冨
久
寿
会
A
）

準
優
勝　

宮
﨑 

義
彦
（
遊
友
会
B
）

第
三
位　

近
倉 

英
嗣
（
藤
岡
Ｇ
Ｇ
会
A
）

Ｂ
ゾ
ー
ン

優　

勝　

中
川 

千
枝
子

　
　
　
　
（
ひ
ま
わ
り
チ
ー
ム
A
）

準
優
勝　

藤
村 

一
廣

　
　
　
　
（
住
川
G
G
愛
好
会
C
）

第
三
位　

小
西 

治
美

　
　
　
　
（
五
條
た
ん
ぽ
ぽ
会
B
）

Ｃ
ゾ
ー
ン

優　

勝　

坂
上 

光
弘
（
北
居
会
B
）

準
優
勝　

坂
上 

慶
子
（
北
居
会
B
）

第
三
位　

山
本 

悦
子
（
北
居
会
B
）

▼
ペ
タ
ン
ク

優　

勝　

田
仲 

茂
樹
・
堤 

み
ど
り
（
須
恵
）

準
優
勝　

森
下 

義
一
・
福
田 

千
鶴
子

　
　
　
　
（
岡
口
）

第
三
位　

堤 

公
三
・
南 

敬
造
（
下
之
町
）

　
　
　
　

山
崎 

稔
・
辻
本 

順
輝

　
　
　
　
（
阪
合
部
）

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
中
学
校
の
部
）

優　

勝　

五
條
中
学
校
A

準
優
勝　

五
條
東
中
学
校

第
三
位　

五
條
中
学
校
B

（
一
般
男
子
の
部
）

優　

勝　

J
o
k
e
r 

準
優
勝　

市
役
所

（
一
般
女
子
の
部
）

優　

勝　

W
a
v
e

準
優
勝　

N
A
T
U
R
A
L

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

（
中
学
男
子
の
部
）

優　

勝　

狐
坂 

潤
人
・
植
田 

亮
平

　
　
　
　
（
五
條
西
中
学
校
）

準
優
勝　

奥
井 

直
希
・
馬
場 

柊
斉

　
　
　
　
（
五
條
西
中
学
校
）　　
　
　

（
中
学
女
子
の
部
）

優　

勝　

辻
本 

愛
実
・
平
元 

美
空

　
　
　
　
（
西
吉
野
中
学
校
）

準
優
勝　

岩
井 
さ
く
ら
・
堀
内 

理
沙

　
　
　
　
（
五
條
西
中
学
校
）

第
三
位　

北
窪 

莉
乃
・
久
保 
充
加

　
　
　
　
（
西
吉
野
中
学
校
）

　
　
　
　

桝
田 

珠
月
華
・
中
西 

彩
綺

　
　
　
　
（
西
吉
野
中
学
校
）

（
高
校
・
一
般
男
子
の
部
）

優　

勝　

前
川 

瑠
唯
・
新
井 

龍
二

　
　
　
　
（
五
條
高
等
学
校
）

準
優
勝　

豊
川 

壮
・
森
村 

直
人

　
　
　
　
（
五
條
高
等
学
校
）

第
三
位　

木
村 

茂
和
・
久
保 

雅
彦

　
　
　
　
（
五
條
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

　
　
　
　

佐
々
木 

延
夫
・
田
中 

良
知

　
　
　
　
（
五
條
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

（
高
校
・
一
般
女
子
の
部
）

優　

勝　

辻
本 

祐
夏
・
田
中 

利
奈

　
　
　
　
（
五
條
高
等
学
校
）

準
優
勝　

大
垣 

慶
華
・
中
井 

優
花

　
　
　
　
（
五
條
高
等
学
校
）

（
シ
ニ
ア
・
O
G
の
部
）

優　

勝　

井
藤 

設
子
・
吉
田 

全
完

　
　
　
　
（
五
條
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

準
優
勝　

川
合 

素
代
・
喜
多 

貴
子 

　
　
　
　
（
五
條
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

▼
卓
球

（
一
般
男
子　

１
・
２
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

優　

勝　

田
中 

大
志
（
野
原
卓
球
ク
ラ
ブ
）

準
優
勝　

寒
作 

涼
大
（
五
條
高
等
学
校
）

第
三
位　

斉
藤 

満
義
（
野
原
卓
球
ク
ラ
ブ
）

　
　
　
　

橋
本 

豊
（
五
條
高
等
学
校
）

（
一
般
男
子　

３
・
４
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

優　

勝　

中
西 

隼
（
五
條
高
等
学
校
）

準
優
勝　

青
木 

隆
（
市
役
所
）

第
三
位　

植
田 

卓
磨
（
五
條
高
等
学
校
）

　
　
　
　

内
村 

慶
悟
（
五
條
高
等
学
校
）

（
一
般
女
子
の
部　

１
・
２
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

優　

勝　

安
満 

遥
（
野
原
卓
球
ク
ラ
ブ
）

準
優
勝　

安
満 

更
紗
（
野
原
卓
球
ク
ラ
ブ
）

第
三
位　

下
浦 

麻
美
（
野
原
卓
球
ク
ラ
ブ
）

　
　
　
　

平 

小
夏
（
野
原
卓
球
ク
ラ
ブ
）

（
一
般
女
子
の
部　

３
・
４
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

優　

勝　

田
中 

美
保
（
五
條
高
等
学
校
）

準
優
勝　

山
本 

侑
可
（
五
條
高
等
学
校
）

第
三
位　

和
田 

季
咲
来
（
五
條
高
等
学
校
）

　
　
　
　

森
川 
里
美
（
野
原
卓
球
ク
ラ
ブ
）

（
小
中
学
生
男
子
の
部　

１
・
２
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

優　

勝　

安
満 

琉
斗
（
西
吉
野
中
学
校
）

準
優
勝　

吉
田 

大
成
（
野
原
中
学
校
）

第
三
位　

大
西 

弘
一
（
五
條
中
学
校
）

　
　
　
　

藏
永 

龍
輝
（
野
原
卓
球
ク
ラ
ブ
）

（
小
中
学
生
男
子
の
部　

３
・
４
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

優　

勝　

福
岡 

滉
騎
（
五
條
東
中
学
校
）

準
優
勝　

野
崎 

巧
光
（
五
條
東
中
学
校
）

第
三
位　

向
井 

孝
都
（
西
吉
野
中
学
校
）

　
　
　
　

片
山 

敬
支
（
西
吉
野
中
学
校
）

（
小
中
学
生
女
子
の
部　

１
・
２
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

優　

勝　

上
辻 

真
希
（
五
條
東
中
学
校
）

準
優
勝　

瀧
本 

愛
実
（
野
原
中
学
校
）

第
三
位　

田
中 

里
歩
（
五
條
東
中
学
校
）

　
　
　
　

梨
子
本 

瑠
那
（
西
吉
野
中
学
校
）

（
小
中
学
生
女
子
の
部　

３
・
４
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

優　

勝　

岡
本 

章
那
（
西
吉
野
中
学
校
）

準
優
勝　

住
吉 

緑
（
西
吉
野
中
学
校
）

第
三
位　

堀
越 

涼
夏
（
五
條
中
学
校
）

　
　
　
　

廣
田 

華
澄
（
野
原
中
学
校
）

（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
部　

１
・
２
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

優　

勝　

石
阪 

敬
啓
（
五
條
ラ
ー
ジ
）

準
優
勝　

逢
坂 

龍
二
（
五
條
ラ
ー
ジ
）

第
三
位　

森
本 

富
美
子
（
田
園
卓
球
ク
ラ
ブ
）

　
　
　
　

松
下 

光
宏
（
五
條
ラ
ー
ジ
）

（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
部　

３
・
４
・
５
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

優　

勝　

北
澤 

秀
毅
（
田
園
卓
球
ク
ラ
ブ
）

準
優
勝　

山
本 

仁
子
（
五
條
ラ
ー
ジ
）

第
三
位　

神
田 

啓
子
（
五
條
ラ
ー
ジ
）

　
　
　
　

葛
原 

文
男
（
五
條
ラ
ー
ジ
）

▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優　

勝　

北
宇
智
地
区
体
育
協
会
A

準
優
勝　

阪
合
部
地
区
体
育
協
会

第
三
位　

西
吉
野
地
区
体
育
協
会
B

第
四
位　

北
宇
智
地
区
体
育
協
会
B

第
五
位　

西
吉
野
地
区
体
育
協
会
A

■
問
合
先　

生
涯
学
習
課
（
内
線
８
１
２
）
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耐震診断・改修について

木造住宅耐震診断・耐震改修工事補助事業を実施します
安心・安全のまちづくりのために

五條市では、安心・安全なまちづくりを目指して、木造住宅の耐震化促進に取り組んでいます。本年度も耐

震診断の助成事業と耐震改修工事の補助事業を実施しますので、次のとおり希望者を募集します。両事業と

も募集件数に達し次第締め切りますので、希望する人は早めに申請してください。申請に関する書類は建設

課で配布します。詳細については問い合せてください。　■申込・問合先　建設課（内線２７９）

耐震改修工事補助事業
■補助の対象工事　次のすべての条件を満たすものとします。

　▼市内の木造住宅で、耐震診断を行った住宅の耐震改修工事

　▼補助対象となる耐震改修工事の費用が５０万円以上の工事

　▼工事前の構造評点１．０未満のものを１．０以上の数値にする

　　改修工事または、工事前の構造評点０．７未満を０．７以上の

　　数値にする改修工事

　▼補助金交付決定後、工事に着手し平成２９年２月１５日までに

　　完了するもの

　▼市税の滞納がないこと。

■補助金の額

　▼耐震改修工事費が５０万円以上８７万円以下　一律２０万円

　▼８７万円を超えるもの　工事費の２３％（上限５０万円）

■募集件数　３件（先着順）

■受付期間　７月７日（木）～１２月９日（金）

■補助の対象住宅は以下に該当する家屋とします。

　▼昭和５６年５月３１日以前に建築された

　　在来軸組工法の木造住宅

　▼延べ床面積２５０㎡以下かつ地階を除く

　　階数が２以下のもの

　▼その他の条件に関しては問い合せてください。

※補助対象者　住宅の所有者

■診断の費用は無料です　

■募集件数　２０件（先着順）

■受付期間　７月７日（木）

　　　　　　　～７月２１日（木）

耐震診断事業

消
費
生
活
相
談
窓
口

相
談
事
例

訪
問
買
取
の
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

　

買
取
業
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、
「
古
着

で
も
食
器
で
も
い
い
か
ら
、
不
用
品
を
買

取
り
に
伺
い
た
い
。
」
と
い
う
の
で
来
訪

を
承
諾
し
た
が
、
古
着
に
は
値
が
つ
か

ず
、
結
局
貴
金
属
を
売
却
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
買
取
価
格
に
納
得
が
い
か
な
い
の

で
、
契
約
を
取
り
消
し
た
い
。

　
　
　

  

助
言

　

訪
問
買
取
で
も
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
で

き
ま
す
。
早
め
に
相
談
を
。

　

今
回
の
よ
う
に
契
約
し
て
し
ま
っ
た
場

合
で
も
、
買
取
業
者
か
ら
、
法
律
で
定
め

ら
れ
た
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
を
含

め
８
日
間
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
可
能

で
す
。
ま
た
契
約
し
て
も
、
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
期
間
中
は
物
品
を
手
元
に
保
管
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。
す
ぐ
に
引
き
渡
す
か

ど
う
か
、
よ
く
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
を
す
る
場
合
、
後
日

の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
、
業
者
へ
の

通
知
は
書
面
で
出
し
ま
し
ょ
う
。
（
物
品

の
引
き
渡
し
・
返
金
等
に
か
か
る
費
用
は

業
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
）
た
だ
し
自

動
車
や
書
籍
等
、
法
律
の
適
用
除
外
と
な

る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
窓
口

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口　

　
（
内
線
３
８
６
）毎
週
月
・
木　

10
時
〜
15
時

■
投
票
時
間　

７
時
か
ら
20
時
ま
で

　
（
た
だ
し
、
一
部
地
域
に
お
い
て
は
、

　

７
時
か
ら
18
時
ま
で
）

※

詳
し
く
は
、
後
日
郵
送
予
定
の
「
入
場

　

整
理
券
」・「
選
管
だ
よ
り
」
に
て
確
認

　

し
て
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票
所
の
場
所
及
び
日
時

▼
五
條
市
役
所
本
庁
期
日
前
投
票
所

　

６
月
23
日
（
木
）

　

〜
７
月
９
日
（
土
）

　

投
票
時
間　

８
時
30
分
〜
20
時

▼
西
吉
野
支
所
・
大
塔
支
所

　

７
月
２
日
（
土
）

　

〜
７
月
９
日
（
土
）

　

投
票
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※

今
回
の
選
挙
か
ら
選
挙
権
年
齢
が
引　

　

き
下
げ
ら
れ
、
投
票
日
の
翌
日
（
７
月

　

11
日
を
含
む
）
ま
で
に
満
18
歳
の
誕
生

　

日
を
迎
え
て
い
る
人
に
選
挙
権
が
あ
り

　

ま
す
。
た
だ
し
、
投
票
で
き
る
の
は
、

　

３
か
月
以
上
同
一
の
市
町
村
の
住
民
基

　

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
内
線
２
３
１
）

投
票
日
は

　

７
月
10
日
（
日
）
で
す

みなさんそろって投票しましょう
第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

8くらしのメモ



熊
本
地
震
災
害
に
係
る

義
援
金
を
預
か
り
ま
し
た

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

４
月
に
九
州
地
方
で
発
生
し
た
地
震
災
害
に
対
し
て

日
本
赤
十
字
社
は
義
援
金
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
活
動
に
団
体
等
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

五
條
市
に
預
け
ら
れ
た
義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
へ

送
金
し
、
被
災
地
へ
と
届
け
ら
れ
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
団
体　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）（
6
月
７
日
時
点
）

▼
プ
レ
デ
ィ
ア
ゴ
ル
フ

▼
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

　

五
條
混
声
合
唱
団
＆
グ
ル
ー
プ
環

▼
北
霊
安
寺
町
婦
人
会

▼
風
の
つ
ば
さ
の
会

※
市
民
課
・
社
会
福
祉
課
・
西
吉
野
支
所
・
大
塔
支
所

　

の
各
窓
口
に
熊
本
地
震
災
害
に
係
る
義
援
金
の
募
金

　

箱
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

※
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
被
災
地
で
の
医
療
救
護

　

活
動
、
物
資
の
援
助
な
ど
の
活
動
を
支
え
る
寄
付
金

　
「
赤
十
字
社
資
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
活
動
に
賛

　

同
し
て
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
自
治
会
を
通
し
て
、

　

皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先

　

日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
五
條
市
地
区
事
務
局

　
（
社
会
福
祉
課
福
祉
係
内
）（
内
線
２
９
９
）

ありがとうございました

　

毎
年
、
新
聞
や
ニ
ュ
ー

ス
で
耳
に
す
る
大
雨
に
よ

る
水
害
や
土
砂
災
害
。
平

成
23
年
に
発
生
し
た
紀
伊

半
島
大
水
害
は
五
條
市
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、

豪
雨
に
よ
る
災
害
が
私
た

ち
の
身
近
に
発
生
す
る
こ

と
を
思
い
し
ら
さ
れ
ま
し

た
。

　

豪
雨
に
よ
る
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
は
、
最

新
の
気
象
情
報
を
確
認
し
、

適
切
な
行
動
を
と
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自

然
災
害
に
対
し
て
「
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
」
気

持
ち
を
持
つ
事
が
大
切
で

す
。
災
害
の
危
険
性
が
想

定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
早

め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

集
中
豪
雨
に
注
意
!!

今
年
も
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
到
来

①
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参
考
に
、

地
域
の
危
険
箇
所
を
あ
ら
か
じ
め

把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

事
前
に
「
ど
こ
へ
」「
ど
の
ル
ー
ト

で
」
避
難
し
た
ら
よ
い
か
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
気
象
情
報
等
に
注
意
す
る

　

大
雨
・
土
砂
災
害
対
策
の
基
本

は
情
報
収
集
で
す
。
雨
が
降
っ
て

い
る
時
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
、

気
象
情
報
・
雨
量
・
水
位
情
報
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
早
め
の
準
備
・
早
め
の
避
難

　

災
害
時
に
素
早
く
行
動
す
る
た

め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
備
え
が
大

切
で
す
。
非
常
持
出
品
の
用
意
、

避
難
場
所
の
確
認
を
行
い
、
早
め

の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

五
條
市
総
合
防
災
訓
練
は
例
年

７
月
第
１
土
曜
日
に
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
度
は
近
畿
府
県
合

同
防
災
訓
練
等
と
合
同
訓
練
の
た

め
10
月
23
日
（
午
前
中
の
予
定
）

に
開
催
し
ま
す
。
当
日
開
催
さ
れ

る
訓
練
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
緊
急
消
防
援
助
隊
近
畿
ブ
ロ
ッ

　

ク
訓
練

・
奈
良
県
総
合
防
災
訓
練

・
関
西
広
域
応
援
訓
練

・
五
條
市
総
合
防
災
訓
練

　

上
野
公
園
ほ
か
に
て
多
数
の
関

係
機
関
が
一
堂
に
会
し
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
す
る
た
め
、
例
年
よ

り
規
模
の
大
き
な
訓
練
に
な
り
ま

す
。

■
日
時　

10
月
23
日
（
日
）

　
（
午
前
中
の
予
定
）

■
場
所　

上
野
公
園
ほ
か

■
問
合
先　

危
機
管
理
課

　
（
内
線
３
７
０
）

五
條
市
総
合
防
災

訓
練
を
開
催
し
ま
す

※

防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
持

　

っ
て
い
な
い
人
は
、
危
機

　

管
理
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

　

て
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

　

ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　

す
。
下
記
の
リ
ン
ク
か
ら

　

確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

危
機
管
理
課

　
（
内
線
３
７
０
）

防
災
の
心
得

(ダウンロード先)
http://www.city.gojo.lg.jp/www/contents/1424762903367/index.html

防災対策をしましょう
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被保険者証を確認ください
■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

　

保
険
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

　

８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い

被
保
険
者
証
が
７
月
中
旬
に
簡
易
書

留
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
被
保

険
者
証
は
図
の
よ
う
に
、
右
上
に
あ

る
有
効
期
限
が
「
平
成
29
年
７
月
31

日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

   ※

郵
便
局
に
転
送
届
を
提
出
し
て
い

　

る
人
は
、
転
送
期
間
（
１
年
間
）

　

が
経
過
し
て
い
な
い
か
確
認
し
て

　

く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
の
送
付
と

保
険
料
決
定
通
知
等
に
つ
い
て

届
い
た
ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い

■
保
険
料
決
定
通
知
を
郵
送
し
ま

　

す

　

平
成
28
年
度
の
保
険
料
決
定
通
知

を
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
普
通

徴
収
で
保
険
料
を
納
付
す
る
人
と
、

年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
が
す
ぐ

に
開
始
で
き
な
い
場
合
に
は
、
納
付

書
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
お
よ
び
支

所
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
ま
で
年
金
天
引
き
の
人
で
も

普
通
徴
収
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

封
筒
は
必
ず
開
封
し
て
中
身
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
は
被
保
険
者
み
な
さ
ん
の

医
療
費
を
支
え
る
財
源
と
な
り
ま
す

の
で
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※

保
険
料
は
平
成
27
年
中
の
所
得
に

　

基
づ
い
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

■「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　

減
額
認
定
証
」
の
申
請
に
つ
い

　

て

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、
外

来
診
療
や
入
院
時
の
入
院
費
用
・
食

事
代
を
減
額
で
き
る
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※

認
定
書
の
交
付
は
、
市
民
税
非
課

　

税
世
帯
が
条
件
で
す
。
同
じ
世
帯

　

の
人
が
所
得
税
・
市
民
税
の
申
告

　

で
市
民
税
課
税
世
帯
と
な
っ
た
場

　

合
は
認
定
が
取
り
消
さ
れ
ま
す
。

※

昨
年
か
ら
引
き
続
き
認
定
さ
れ
た

　

人
に
は
申
請
な
し
で
も
郵
送
し
ま

　

す
。

※

８
月
１
日
以
降
に
、
新
た
に
限
度

　

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

　

証
の
交
付
を
受
け
る
場
合
は
保
険

　

課
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

　

保
険
証
、
印
鑑

■
問
合
先　

保
険
課

　
（
内
線
３
９
３
・
３
７
３
）　

も
う
申
請
し
ま
し
た
か

高
齢
者
向
け
給
付
金
の

　
　

申
請
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

高齢者向け給付金
　

高
齢
者
給
付
金
の
申
請
期
間
は
７
月

26
日
（
火
）
ま
で
で
す
。
郵
送
の
場
合

は
７
月
26
日
（
火
）
必
着
で
す
。

■
７
月
23
日
（
土
）、
24
日
（
日
）
は
、

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
ま
で
窓
口
を

　

開
設
し
て
い
ま
す
。

※

申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
行
わ
れ
な

　

か
っ
た
場
合
、事
情
に
か
か
わ
ら
ず
、

　

給
付
金
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類
（
本
人　

確
認

　

書
類
や
口
座
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー
、

　

非
課
税
証
明
書
等
）
に
不
備
が
あ
る

　

と
受
付
で
き
ま
せ
ん
。
書
類
不
備
の

　

場
合
は
、
返
却
し
ま
す
の
で
、
再
度

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
審
査
の
結
果
、
支
給
決
定
さ
れ
た
人

　

に
は
、支
給
決
定
通
知
書
を
送
付
し
、

　

指
定
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
支

　

給
対
象
外
の
人
に
は
非
該
当
通
知
書

　

を
送
付
し
ま
す
。

▼
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
で
住
民
票

　

の
あ
る
市
町
村
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
指
定
口
座
の
名
義
変
更
や
解
約
は
、

　

振
込
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
し
な
い
で

　

く
だ
さ
い
。

■
支
給
対
象
者　

　

平
成
27
年
度
に
市
町
村
民
税
が
課

　

税
さ
れ
て
い
な
い
人
の
う
ち
、
平

　

成
28
年
度
中
に
65
歳
以
上
と
な
る

　

人
（
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前
に

　

生
ま
れ
た
人
）

※

市
町
村
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税

　

さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
を
除

　

く
。

※

生
活
保
護
の
被
保
護
者
を
除
く
。

■
支
給
額　

　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円

　
（
申
請
か
ら
入
金
ま
で
に
２
か
月
程

　

度
か
か
り
ま
す
）

※

給
付
金
を
装
う
不
審
な
電
話
な
ど

　

は
、
す
ぐ
に
警
察
に
通
報
し
て
く

　

だ
さ
い
！

■
問
合
先　

　

▼
臨
時
福
祉
給
付
金
窓
口

　

☎
２
２
・
５
０
７
３

　

▼
社
会
福
祉
課
（
内
線
２
０
９
）

　
（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

7/26（火）
まで！
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や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

年
金
事
務
所
ま
た
は
市
民
課
国
民
年
金

窓
口
に
相
談
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

（※

１
）
納
付
義
務
の
あ
る
人
と
は
被

保
険
者
本
人
、
連
帯
し
て
納
付
す
る
義

務
を
負
う
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
に
な

り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万

一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と

な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
納
付

猶
予
制
度
（
50
歳
未
満
）」
が
あ
り
ま

す
の
で
、
市
民
課
年
金
係
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
７

月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
平
成
29
年
６

月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査

を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
年
金
手

帳
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
申
請
が
で
き
る
過
去
期
間
に
つ
い

て
は
、
申
請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら
２

年
１
か
月
前
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た
も
の

の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未
納

期
間
が
あ
る
人
な
ど
は
、
一
度
、
年
金

事
務
所
ま
た
は
市
民
課
国
民
年
金
窓
口

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
毎
月
、
第
２

木
曜
日
に
市
役
所
で
出
張
年
金
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
年
金
加
入
記
録

の
確
認
の
ほ
か
、
障
害
年
金
、
遺
族
年

金
、
老
齢
年
金
等
の
請
求
手
続
等
に
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。（
大
和
高
田
年
金

事
務
所
に
事
前
予
約
が
必
要
で
す
）

■
問
合
先

　

▼
市
民
課
年
金
係

　
（
内
線
２
６
８
、
３
０
０
）

　

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所　

　

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

　

平
成
28
年
４
月
分
か
ら
平
成
29
年
３

月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
６
２
６
０
円
で
す
。
保
険
料
は
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に

よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ

ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
の
納
付
、

そ
し
て
便
利
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
も
ら

え
な
い
人
に
対
し
て
、
電
話
・
書
面
・

面
談
に
よ
り
早
期
に
納
め
て
も
ら
う
よ

う
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
強
制
徴

収
の
手
続
に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
、
指

定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場

合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
納
付
義
務
の
あ
る
人
（※

１
）
の

財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
免
除
さ
れ
る
制
度

市民課からのお知らせ
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー
ド

平
日
時
間
外
・

　

休
日
受
け
取
り
窓
口

7/4（月)
18 時 30 分まで

▼
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

①
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

②
通
知
カ
ー
ド

③
本
人
確
認
書
類
（
有
効
期
間
内
の
も
の
に
限
る
）

④
印
鑑

⑤
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

※

受
け
取
り
は
原
則
本
人
に
限
り
ま
す
。

※

代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
、
本
人
お

よ
び
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
（
２

〜
３
点
、
必
ず
写
真
付
身
分
証
明
が

１
点
必
要
）
と
、
本
人
が
市
役
所
に

取
り
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
実

を
証
明
す
る
診
断
書
等
の
書
類
が
必

要
で
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
必
要
書
類

▼
通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

①
印
鑑

②
本
人
確
認
書
類
等

※

通
常
の
窓
口
業
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
問
合
先　

市
民
課
（
内
線
５
０
３
）

交付場所

市役所市民課窓口

7/24（日）
９時～ 13時

平日時間外

休日

　

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
五
條
市

長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
き
、
市
長
の
資
産
等
の
概
要
を
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
市
長
の
資
産
等
補
充
報
告
書
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
昨
年
新
た
に
有
す

る
こ
と
と
な
っ
た
資
産
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

１
市
長
の
資
産
等
補
充
報
告
書
の
内
容

　
（
平
成
27
年
12
月
31
日
現
在
）

　　

昨
年
１
年
間
に
新
た
に
有
す
る
こ 

　

と
と
な
っ
た
資
産
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
所
得
等
報
告
書
の
内
容

　
（
前
年
の
所
得
）

　　

不
動
産
所
得

　

１
６
４
万
９
５
６
７
円
（
借
地
収
入
）

　

給
与
所
得

　

９
２
２
万
３
３
４
１
円
（
五
條
市
長
）

３
関
連
会
社
等
報
告
書
の
内
容

　
（
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）

　
（
報
酬
を
得
て
役
員
・
顧
問
等
の
役

　

職
に
就
い
て
い
る
会
社
等
）

　
　

　

該
当
な
し

■
問
合
先　

秘
書
課
（
内
線
２
０
２
）

五
條
市
長
の
資
産
を

公
開
し
ま
す

政
治
倫
理
を
確
立
す
る
た
め

市長の資産を公開

■
国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期

　

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

■
国
民
年
金
保
険
料
免
除
の
申

　

請
に
つ
い
て

■
出
張
年
金
相
談
を
開
催
し
て

　

い
ま
す

国
民
年
金
に
つ
い
て

ご
注
意
く
だ
さ
い
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福祉医療費助成の手続き
子
ど
も
医
療
、ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
、心
身
障
害
者
医
療
、重
度
心
身
障
害
老
人
等
医
療
費
助
成
制
度

福
祉
医
療
費
助
成　

更
新
・
新
規
申
請
手
続
き
を
受
け
付
け
ま
す

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
・
心

身
障
害
者
医
療
・
重
度
心
身
障

害
老
人
等
医
療
費
助
成
制
度
の

受
給
資
格
は
７
月
31
日
で
一
旦

満
了
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
該
当
す
る
皆
さ
ん

に
は
６
月
下
旬
に
申
請
書
類
を

郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
内
容

を
確
認
し
、
早
め
に
更
新
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
今
年
度
か
ら
重
度
心
身
障
害

老
人
等
医
療
費
助
成
制
度
及
び

心
身
障
害
者
医
療
助
成
制
度
に

該
当
す
る
人
は
、
別
途
書
類
が

必
要
な
人
と
所
得
の
確
認
が
で

き
な
い
人
の
み
申
請
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
）

※

７
月
中
に
更
新
申
請
を
し
、

　

該
当
す
る
人
に
は
７
月
下
旬

　

に
医
療
費
受
給
資
格
証
を
郵

　

送
し
ま
す
。

※

更
新
手
続
き
を
し
な
い
と
、

　

８
月
１
日
か
ら
制
度
の
適
用

　

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※

住
所
・
氏
名
・
加
入
医
療
保

■
問
合
先　

保
険
課

（
内
線
３
９
３
）

福祉医療制度の対象者　　※子ども医療以外は所得制限があります。

制度名 対  象  者 

子ども医療 
０歳から中学生（卒業する年の３月３１日まで）の子ども 

※平成28年８月１日から中学生の通院が拡大されます。 

心身障害者 

医療 

１歳以上75歳未満で、身体障害者手帳１・２級 

または奈良県発行の療育手帳Ａ１・Ａ２を持っている人 

ひとり親 

家庭等医療 

①配偶者のいない父または母に扶養されている児童

（満18歳に達する日以後の最初の3月31日までの児童。以下同じ。） 

②上記①の児童を扶養している配偶者のいない父または母 

③父母ともにいない児童 

④上記③の児童を養育している配偶者のいない祖父、祖母、兄または姉等 

重度心身障害 

老人等医療 

後期高齢者医療制度に該当する人のうち、身体障害者手帳１・２級 

または療育手帳Ａ１・Ａ２を持っている人 

 

　

険
等
の
変
更
が
あ
れ
ば
必
ず

　

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※

８
月
１
日
以
降
の
受
給
資
格

　

は
平
成
27
年
中
の
所
得
で
判

　

定
し
ま
す
。

※

子
ど
も
医
療
に
つ
い
て
も
毎

　

年
保
護
者
の
所
得
確
認
が
必

　

要
で
す
の
で
、
申
告
が
ま
だ

　

の
人
は
所
得
の
申
告
を
し
て

　

く
だ
さ
い
。
（
平
成
28
年
１

　

月
１
日
以
降
転
入
の
方
は
前

　

住
所
地
の
課
税
証
明
が
必
要

　

で
す
。
）

　

受
給
対
象
に
該
当
し
、
新
た

に
医
療
費
助
成
制
度
を
希
望
す

る
場
合
は
申
請
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
申
請
方
法
、
必

要
書
類
、
所
得
要
件
等
は
事
前

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※

各
福
祉
医
療
制
度
の
助
成
を

　

受
け
ら
れ
る
の
は
、
市
内
に

　

住
所
が
あ
り
、
健
康
保
険
に

　

加
入
し
て
い
る
人
で
、
下
記

　

の
要
件
に
該
当
す
る
人
で
す
。

医療費助成の更新・新規申請
　

精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

の
受
給
資
格
は
７
月
31
日
で
一
旦

満
了
し
ま
す
。
引
き
続
き
該
当
す

る
皆
さ
ん
に
は
６
月
下
旬
に
申
請

書
類
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、

内
容
を
確
認
し
早
め
に
更
新
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

７
月
中
に
更
新
申
請
し
た
人
で
、

　

該
当
者
に
は
７
月
下
旬
に
医
療

　

費
受
給
資
格
証
を
郵
送
し
ま
す
。

※

更
新
手
続
き
を
し
な
い
と
、
８

　

月
１
日
か
ら
制
度
の
適
用
を
受

　

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※

住
所
・
氏
名
・
加
入
医
療
保
険

　

等
の
変
更
が
あ
れ
ば
必
ず
届
け

　

出
て
く
だ
さ
い
。

※

８
月
１
日
以
降
の
受
給
資
格
は

　

平
成
27
年
中
の
所
得
で
判
定
す

　

る
の
で
、
申
告
が
ま
だ
の
人
は

　

必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
平
成
28
年
１
月
１
日
以
降
転
入

　

の
人
は
前
住
所
地
の
課
税
証
明

　

が
必
要
で
す
。）

精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
更
新
・

    
新
規
申
請
手
続
き
を
受
け
付
け
ま
す

手
続
き
は
お
早
め
に

　

受
給
対
象
に
該
当
し
、
新
た
に

医
療
費
助
成
制
度
を
希
望
す
る
場

合
は
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
申
請
方
法
、
必
要
書
類
、

所
得
要
件
等
は
事
前
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
人
に
は
６
月
下
旬
に
申
請

書
類
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、

内
容
を
確
認
し
早
め
に
申
請
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

助
成
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
市

　

内
に
住
所
が
あ
り
、
健
康
保
険

　

に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
次
の

　

要
件
に
該
当
す
る
人
で
す
。

　
（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。）

　

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

１
・
２
級
を
も
っ
て
い
て
福
祉

　

医
療
費
助
成
制
度
（
子
ど
も
医

　

療
・
心
身
障
害
者
医
療
・
ひ
と

　

り
親
家
庭
等
医
療
・
重
度
心
身

　

障
害
老
人
等
医
療
）
を
利
用
し

　

て
い
な
い
人

■
問
合
先   

社
会
福
祉
課

 

（
内
線
２
０
９･

２
９
９)

■
現
在
受
給
資
格
が
あ

　

る
人

■
新
規
申
請
す
る
場
合

■
新
規
申
請
す
る
場
合

■
現
在
受
給
資
格
が
あ

　

る
人

12くらしのメモ



、

介護保険のおしらせ
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を

　
　
　
　
　
　

７
月
初
旬
に
発
送
し
ま
す

 

■
保
険
料
の
決
ま
り
方

　

65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険

者
）
の
介
護
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
な
ど
か
ら
算
出
し

た
「
基
準
額
」
を
も
と
に
、
世
帯
の

所
得
に
応
じ
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
五
條
市
の
「
基
準
額
」

は
、
年
額
７
１
４
０
０
円
（
月
額
５

９
５
０
円
、
平
成
27
年
度
と
同
額
）

で
す
。

■
保
険
料
の
納
め
方

　

原
則
と
し
て
年
金
か
ら
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
受
給
し
て
い
る
年

金
額
等
に
よ
っ
て
、
納
め
方
は
２
種

類
に
分
か
れ
ま
す
。
第
１
号
被
保
険

者
と
し
て
納
め
る
保
険
料
は
、
65
歳

に
な
っ
た
月
（
65
歳
の
誕
生
日
の
前

日
が
属
す
る
月
）
の
分
か
ら
対
象
と

な
り
ま
す
。

▼
年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
人
は

年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
に

な
り
ま
す
。
年
金
の
定
期
払
い
（
年

６
回
）
の
際
に
、
保
険
料
が
あ
ら
か

じ
め
差
し
引
か
れ
て
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

※

年
度
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
人
や

　

他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
人
は
、

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ

　

す
ぐ
に
特
別
徴
収
で
き
ま
せ
ん
の

　

で
、
納
付
書
等
で
の
納
付
（
普
通

　

徴
収
）
と
な
り
ま
す
。

▼
年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人
は

納
付
書
等
で
の
納
付
（
普
通
徴
収
）

に
な
り
ま
す
。
介
護
福
祉
課
か
ら
送

付
す
る
納
付
書
で
個
別
に
保
険
料
を

納
め
ま
す
（
年
８
回
）。
納
付
場
所
は

市
指
定
の
金
融
機
関
ま
た
は
介
護
福

祉
課
、
各
支
所
の
窓
口
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
手
続
き
は
、

保
険
料
の
納
付
書
、
預
金
通
帳
、
通

帳
届
出
印
を
持
参
の
上
、
介
護
福
祉

課
、
各
支
所
ま
た
は
市
指
定
の
金
融

機
関
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

介
護
保
険
料
の
年
額
や
納
め
方
に

　

つ
い
て
は
、
７
月
初
旬
に
郵
送
す

　

る
書
類
で
確
認
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
？

　

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
、
保
険

料
の
滞
納
が
続
く
場
合
、
未
納
期
間

に
応
じ
て
介
護
給
付
が
一
時
差
し
止

め
に
な
っ
た
り
、
利
用
者
負
担
が
１

割
ま
た
は
２
割
か
ら
３
割
に
な
っ
た

り
す
る
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
保
険

料
は
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
１
年
以
上
滞
納
す
る
と…

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
費
用
の
全
額

を
一
旦
利
用
者
が
負
担
し
、
申
請
に

よ
り
、
あ
と
で
９
割
ま
た
は
８
割
相

当
分
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

▼
１
年
６
か
月
以
上
滞
納
す
る
と…

　

費
用
の
全
額
を
利
用
者
が
負
担
し
、

申
請
後
も
保
険
給
付
の
一
部
、
ま
た

は
全
部
が
一
時
的
に
差
し
止
め
と
な

り
、
滞
納
し
て
い
た
保
険
料
に
充
て

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
２
年
以
上
滞
納
す
る
と…

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
に
利

用
者
負
担
が
３
割
に
な
っ
た
り
、
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
や
食
費
・
居
住

費
の
負
担
軽
減
（
特
定
入
所
者
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
）
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

　

納
期
限
か
ら
２
年
以
上
滞
納
す
る

と
、
時
効
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
滞
納

が
続
く
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
令
に
基
づ

く
滞
納
処
分
（
預
貯
金
の
差
し
押
さ

え
な
ど
）
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

滞
納
し
て
い
る
保
険
料
が
あ
る
人
は
、

介
護
福
祉
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

介
護
福
祉
課

　
（
内
線
２
９
４
・
４
０
０
）

「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」
を
送
付
し
ま
す

毎
年
７
月
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
全
員
に

一定以上の所得がある方は利用者負担が２割になります！

（※１）合計所得金額とは…収入金額から必要経費に相当する金額を控除した後の金額で、

　　　　　　　　　　　　  扶養控除や医療費控除などの所得控除を適用する前の金額。

２割負担

１割負担

本人の

合計所得金額（※１）

が１６０万円以上

本人の

合計所得金額（※１）

が１６０万円未満

ただし、同一世帯の６５歳以上の人の年金収入

＋　その他の合計所得金額（※１）が

単身世帯：２８０万円未満
２人以上世帯：３４６万円未満　の場合

６５歳
以上の人

交
通
事
故
等
（
第
三
者
行

為
）
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
時
は
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
し
た

　

介
護
保
険
の
被
保
険
者
の
方
は
、

交
通
事
故
等
（
第
三
者
行
為
）
に
よ
っ

て
要
介
護
等
状
態
に
な
っ
た
場
合
や

状
態
が
悪
化
し
た
場
合
、
介
護
保
険

　

要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受
け

た
人
全
員
に
、
利
用
者
負
担
の
割
合

（
１
割
ま
た
は
２
割
）
が
記
載
さ
れ

た「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」
を
７

月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に

は
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
介
護
保
険

被
保
険
者
証
と
負
担
割
合
証
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
間
は
当
該

年
度
８
月
１
日
か
ら
翌
年
度
の
７
月

31
日
ま
で
で
す
。

※

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て

　

い
る
第
２
号
被
保
険
者（
64
歳
未

　

満
の
方
）
は
一
律
１
割
負
担
で
す
。

 

■
問
合
先　

介
護
福
祉
課

　
（
内
線
２
９
４
・
４
０
０
）

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
交
通
事
故
等
（
第
三
者
行
為
）

が
原
因
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
場
合
は
、
介
護
福
祉
課
へ
の
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先　

介
護
福
祉
課　

　
（
内
線
２
９
４
・
４
０
０
）

、
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保険課からのおしらせ
　

平
成
28
年
度
の
国
民
健
康

保
険
税
納
税
通
知
書
を
７
月

中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

各
世
帯
の
課
税
額
、
納
期

限
、
納
期
別
金
額
、
年
金
か

ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
金
額
な

ど
を
納
税
通
知
書
に
記
載
し

て
い
ま
す
。

　

普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替
で
の
納
付
）
の

世
帯
は
、
１
年
間
の
保
険
税

を
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で

の
８
回
に
分
け
て
納
付
す
る

方
法
と
、
７
月
に
一
括
で
納

付
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

前
年
度
に
特
別
徴
収
（
年

金
天
引
き
）
で
納
付
い
た
だ

い
た
世
帯
は
、
世
帯
構
成
に

変
更
が
無
い
限
り
、
今
年
度

も
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

65
歳
未
満
の
方
が
追
加
加
入

し
た
場
合
な
ど
は
普
通
徴
収

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

前
年
度
中
に
特
別
徴
収
の

要
件
（
65
歳
以
上
の
加
入
者

の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
で

あ
る
な
ど
）
を
満
た
し
た
世

帯
は
、
納
付
方
法
が
10
月
か

ら
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
が
、

９
月
ま
で
は
普
通
徴
収
と
な

り
ま
す
の
で
、
金
融
機
関
等

の
窓
口
で
納
付
書
に
よ
り
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
広
報
５
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等

が
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
、
納
税
通
知

書
到
着
直
後
の
時
期
は
、
お

問
い
合
わ
せ
に
よ
り
窓
口
・

電
話
と
も
大
変
混
雑
し
、
長

時
間
お
待
ち
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
少
し

時
期
を
ず
ら
し
て
ご
相
談
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
に

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

区分（対象者） 

医療保険分 

（加入者全員が負担） 
後期高齢者医療支援分 

（加入者全員が負担） 

介護保険分 

（加入者のうち40歳か

ら 64歳の方が負担） 

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 

所得割額 基準総所得額※×税率 6.8％ 8.3％ 1.8％ 2.3％ 1.5％ 1.9％ 

資産割額 固定資産税額×税率 16.4％ 廃止 4.3％ 廃止 3.3％ 廃止 

均等割額 加入者1人当り 23,000円 24,700円 6,200円 7,100円 7,600円 11,500円 

平等割額 1世帯当り 18,800円 20,700円 5,200円 6,000円 4,200円 廃止 

課税限度額 520,000円 540,000円 170,000円 190,000円 160,000円 160,000円 

 

平成２８年度の国民健康保険税の税率

軽減対象となる所得の基準 
軽減割合 改正前 改正後 

７割 前年の世帯の所得が３３万円 改正されず 

５割 
前年の世帯の所得が３３万円 

＋（２６万円×被保険者数） 
前年の世帯の所得が３３万円 

＋（２６万５千円×被保険者数） 

２割 
前年の世帯の所得が３３万円 

＋（４７万円×被保険者数） 
前年の世帯の所得が３３万円 

＋（４８万円×被保険者数） 

※世帯主の所得は、国民健康保険への加入・未加入にかかわらず所得判定の対象になります。
　国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行した人の人数と所得を含めて算定します。
　軽減を受けるには、前年分の所得を申告していることが必要です。

※基準総所得金額とは、加入者各人の前年中の総所得金額等から基礎控除３３万円を差し引いた額の合計となります。

国民健康保険税の内訳

医療費の財源

加入者全員が対象
40歳以上
65歳未満が対象

後期高齢者医療制
度を支えるための
財源

介護保険制度を支
えるための財源

医療保険分国民健康保険税 介護保険分後期高齢者
医療支援分

■
国
保
税
額
の
計
算
方
法

　

課
税
額
は
、
国
保
加
入
者

の
医
療
保
険
分
・
後
期
高
齢

者
医
療
支
援
分
・
介
護
保
険

分
（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の

人
に
課
税
）
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
所
得
割
額
・
均
等
割
額
・

平
等
割
額
を
算
出
し
、
合
計

し
た
額
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
額
が

課
税
限
度
額
を
超
え
る
場
合

に
お
い
て
は
、
課
税
限
度
額

に
な
り
ま
す
。

■
所
得
が
少
な
い
世
帯
に
対
す

　

る
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

　
（
５
割
軽
減
と
２
割
軽
減
の

　

対
象
者
を
拡
充
）

　

所
得
の
少
な
い
世
帯
へ
の
法
定

軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。
均
等
割

額
と
平
等
割
額
を
減
額
し
ま
す
。

■
問
合
先　

保
険
課

（
内
線
２
６
６
）
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■
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

　

給
者
証
を
持
っ
て
い
る

　

人

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
で

高
齢
受
給
者
証
を
持
っ
て
い

る
人
に
、
新
し
い
高
齢
受
給

者
証
を
７
月
下
旬
に
送
付
し

ま
す
。
８
月
以
降
に
医
療
機

関
に
か
か
る
と
き
は
、
送
付

さ
れ
た
高
齢
受
給
者
証
を
被

保
険
者
証
と
一
緒
に
医
療
機

関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

※

現
役
並
み
所
得
者
の
人
は

　
「
３
割
」
負
担
で
す
。
現
役

　

並
み
所
得
者
以
外
の
人
の

　

負
担
割
合
は
平
成
26
年
４

　

月
か
ら
「
２
割
」
負
担
で
す
。

　
（
た
だ
し
、
昭
和
19
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　

は
、「
１
割
」
負
担
に
据
え

　

置
か
れ
て
い
ま
す
。）　

　

■
国
民
健
康
保
険
限
度
額

　

適
用
認
定
証
と
限
度
額

　

適
用
・
標
準
負
担
額
減

　

額
認
定
証
を
持
っ
て
い

　

る
人

　

医
療
機
関
に
認
定
証
を
提

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
窓
口

で
の
支
払
額
（
保
険
適
用
分
）

が
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
は
入
院
時
の
食
事
代
に

つ
い
て
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

現
在
す
で
に
認
定
証
を
持
っ

て
い
る
人
の
有
効
期
限
は
、

平
成
28
年
７
月
31
日
で
す
。

引
き
続
き
認
定
証
が
必
要
な

人
や
新
規
で
交
付
申
請
す
る

場
合
は
、
国
民
健
康
被
保
険

者
証
と
印
鑑
を
持
参
し
て
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

※

現
在
認
定
証
を
持
っ
て
い

　

る
人
は
認
定
証
を
持
参
し

　

て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
特
定
疾

　

病
療
養
受
療
証
を
持
っ

　

て
い
る
人

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
有
効
期

限
が
平
成
28
年
７
月
31
日
ま

で
の
た
め
、
新
し
い
特
定
疾

病
療
養
受
療
証
を
７
月
下
旬

に
送
付
し
ま
す
。

※

昭
和
20
年
７
月
31
日
以
前

　

に
生
ま
れ
た
人
で
特
定
疾

　

病
療
養
受
療
証
を
持
っ
て

　

い
る
人
の
有
効
期
限
は
、

　

75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
と

　

な
っ
て
い
ま
す
。
75
歳
か

　

ら
は
後
期
高
齢
者
医
療
制

　

度
の
特
定
疾
病
療
養
受
療

　

証
へ
の
切
り
替
え
が
必
要

　

に
な
り
ま
す
の
で
、
国
民

　

健
康
保
険
特
定
疾
病
療
養

　

受
療
証
・
印
鑑
・
交
付
さ

　

れ
た
後
期
高
齢
者
医
療
被

　

保
険
者
証
を
持
参
し
て
、　

　

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く

　

だ
さ
い
。

受
給
者
証
・
認
定
証
・
受
療
証
更
新
の
お
し
ら
せ

国
民
健
康
保
険
か
ら
お
し
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、

電
気
料
や
電
話
料
な
ど
と

同
じ
よ
う
に
「
口
座
振
替
」

が
で
き
ま
す
。
口
座
振
替

を
利
用
す
る
と
、
あ
な
た

の
指
定
さ
れ
た
預
金
口
座

か
ら
自
動
的
に
払
い
込
ま

れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ
も

な
く
安
心
・
確
実
で
す
。

　

申
し
込
み
は
、
市
役
所

保
険
課
、
西
吉
野
支
所
、

大
塔
支
所
、
市
内
金
融
機

関(

関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行

プ
ラ
ザ
店
を
除
く)

の
窓

口
で
「
口
座
振
替
依
頼
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
・
押

印
す
る
だ
け
で
す
。
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
お
よ
び

納
税
通
知
書
な
ど
を
忘
れ

ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い

■
問
合
先　

保
険
課

（
内
線
２
６
６
）

納
め
忘
れ
も
な
く
安
心
・

確
実
、
納
税
は
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
で

■
問
合
先　

保
険
課
（
内
線
２
６
７
・
３
６
７
）

　

県
内
で
救
急
車
が
呼
ば
れ
た

実
際
に
あ
っ
た
ケ
ー
ス
で
す
。

（
例
）

・
蚊
に
刺
さ
れ
て
か
ゆ
い
。

・
日
焼
け
し
た
部
分
が
ヒ
リ
ヒ

　

リ
す
る
。

・
紙
で
指
先
を
切
っ
た
。
血
は

　

止
ま
っ
て
い
る
が…

。

・
病
院
で
も
ら
っ
た
薬
が
な
く

　

な
っ
た
。

・
今
日
入
院
予
定
日
だ
か
ら
、

　

病
院
に
行
き
た
い
。

・
ヘ
ル
パ
ー
を
呼
ん
だ
が
来
て

　

く
れ
な
か
っ
た
の
で
、
代
わ

　

り
に
救
急
車
を
呼
ん
だ
。

・
病
院
で
長
く
待
つ
の
が
面
倒

　

な
の
で
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
。

な
ど…

。

　

近
年
救
急
車
の
出
動
件
数
が

急
増
し
、
現
場
に
到
着
す
る
ま

で
の
平
均
時
間
が
徐
々
に
遅
れ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
本
当
に
緊
急
を
要
し
、
救
急

車
が
必
要
な
人
へ
の
対
応
が
遅

れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
、

救
命
率
に
影
響
が
で
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

救
急
車
の

　

適
正
利
用
に
つ
い
て

本
当
に
必
要
な
人
の
た
め
に

　

症
状
が
軽
く
「
交
通
手
段
が

な
い
」「
ど
こ
の
病
院
に
行
け

ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い

っ
た
場
合
は
、
奈
良
県
救
急
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
に
問
い
合
わ

せ
る
な
ど
し
て
、
病
院
情
報
提

供
サ
ー
ビ
ス
等
を
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。
通
院
等
に
お
い
て
タ

ク
シ
ー
代
わ
り
に
救
急
車
を
呼

ば
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

救
急
車
以
外
に
搬
送
の
手
段

が
な
く
、
緊
急
に
医
療
機
関
等

に
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
は
、
迷
わ
ず
に
救
急
車
を

要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
大
切
な
命

を
救
う
た
め
に
、
救
急
車
の
適

正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先　

五
條
消
防
署

☎
２
２
・
３
３
１
０

※

急
病
時
の
相
談
・
助
言
が
必

　

要
な
場
合
は
奈
良
県
救
急
相

　

談
ダ
イ
ヤ
ル
（
24
時
間
対
応
）

☎
＃
７
１
１
９

※

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
IP
電
話
か

　

ら
は

☎
０
７
４
４
・
２
０
・
０
１
１
９

。

五條消防署からのおしらせ
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要 件 ※全ての要件を満たす必要があります。 

所得要件  
・住民税世帯非課税 
・別世帯に配偶者がいる場合、別世帯の配偶者も住民税非課税 

資産要件  ・預貯金等が一定額以下 
（単身で１,０００万円以下、夫婦で２,０００万円以下） 

段 階 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

上記の表において該当となる人のうち

（合計所得金額＋課税年金収入額＋※非課税年金）が年額８０万円以下など

老齢福祉年金受給者・生活保護受給者など

（合計所得金額＋課税年金収入額＋※非課税年金）が年額８０万円超など

８月から介護保険制度が改正されます
施
設
等
の
食
費
・
居
住
費
補
助
の
受
給
要
件
に

「
非
課
税
年
金
」
が
加
わ
り
ま
す

　

介
護
保
険
施
設
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
し
た
場
合
の
食
費
・
居
住
費
に

対
す
る
補
助
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
８
月
か
ら
利
用
者
負
担
段
階
区
分
を
判
断

す
る
際
の
収
入
額
に
、
新
た
に
「
非
課
税
年
金
」
（
遺
族
基
礎
年
金
・
障
害
基

礎
年
金
な
ど
）
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

○適用要件・・・該当する人には「負担限度額認定証」を交付します。

○利用者負担段階区分

※現在お使いの負担限度額認定証の有効期間は７月 31日までです。現在支給を受けてい
る人には６月初めに申請書類等を送付しています。
８月以降も支給を受ける人は、７月１１日（月）までに申請をお願いします。
■問合先　介護福祉課（内線２９４・４００）

　

障
害
者
手
帳
は
、
障
害
の
あ
る

人
が
各
種
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
を
受

け
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。

障
害
に
よ
っ
て
、
身
体
障
害
者
手

帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
３
種
類
が
あ
り
ま

す
。

　

手
帳
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
や
日
常

生
活
で
お
困
り
の
こ
と
や
気
に
な

る
こ
と
が
あ
る
人
は
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
ま
と
め
た

　
『
福
祉
の
し
お
り
』
を
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
先

▼
手
帳
・
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

　

て
の
問
合
先

　

社
会
福
祉
課
（
内
線
２
０
９
）

▼
困
っ
た
こ
と
や
、
相
談
事
に
つ

　

い
て
の
問
合
先

　

生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
「
の
ど
か
」

☎
２
５
・
４
１
１
１

（
月
〜
金
９
時
〜
18
時
30
分

第
１
・
３
土
曜
日
13
時
〜
17
時
）

nodoka41105@
royal.ocn.ne.jp

障
害
者
手
帳
に
は

　

種
類
が
あ
り
ま
す

ご
存
知
で
す
か

■
問
合
先

▼
道
路
管
理
に
関
す
る
こ
と

　

建
設
課

　
（
内
線
３
７
６
）

▼
生
活
環
境
に
関
す
る
こ
と

　

生
活
環
境
課

　
（
内
線
３
８
８
）

▼
道
路
交
通
法
に
関
す
る
こ
と

　

五
條
警
察
署

☎
２
３
・
０
１
１
０

　

空
地
の
雑
草
が
の
び
た
り
、
樹
木
が
道
路
や
歩
道
へ
枝
な

ど
が
張
り
出
す
と
歩
行
者
や
自
動
車
等
の
通
行
に
支
障
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
美
し
い
景
観
を
守
り
、
強
風
や
大
雨

時
の
道
路
の
安
全
確
保
の
た
め
，
雑
草
、
樹
木
な
ど
の
管
理

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
事

故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

樹
木
の
所
有
者
が
賠
償
責

任
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
土
地
の
所
有
者

は
、
責
任
を
も
っ
て
樹
木

の
伐
採
ま
た
は
枝
払
い
を

お
願
い
し
ま
す
。

！
空
地
の
雑
草
、
道
路
上
の
樹
木
な
ど

土
地
の
所
有
者
は

責
任
を
も
っ
て

管
理
し
て
く
だ
さ
い

▼
空
地
の
雑
草
が
の
び
て
見
通
し
が
悪
い

▼
道
路
、
歩
道
へ
樹
木
が
張
り
出
し
て
い
る

▼
枯
れ
木
、
折
れ
枝
な
ど
に
よ
り
通
行
に
障
害
が
あ
る

▼
竹
木
の
繁
茂
に
よ
り
通
行
に
障
害
が
あ
る

適切に管理しましょう

16くらしのメモ



みどり園からおしらせ
　

こ
れ
ま
で
、
み
ど
り
園
に

持
ち
込
ま
れ
る
ご
み
に
つ
い

て
は
、
搬
入
者
の
住
所
確
認

等
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、

市
外
ご
み
や
産
業
廃
棄
物
な

ど
を
確
認
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
不
正
な
ご
み
の
持

ち
込
み
を
防
ぎ
、
分
別
の
徹

底
、
適
正
化
を
図
る
た
め
、

ご
み
持
ち
込
み
の
事
前
申
請

制
を
導
入
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
１
月
か
ら
は
、

ご
み
持
ち
込
み
予
定
日
の
前

日
ま
で
に
申
請
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
移
行
期
間
と
し

て
、
平
成
29
年
６
月
30
日
ま

で
は
、
当
日
の
申
請
も
可
能

で
す
。

※

市
指
定
ご
み
袋
に
入
っ
た

　

ご
み
お
よ
び
、
古
紙
・
び

　

ん
・
古
着
・
廃
食
油
は
、　

　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
持
ち
込

　

み
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
先　

み
ど
り
園

☎
２
４
・
４
１
１
１

み
ど
り
園
へ
の
ご
み
の
直
接
持
ち
込
み
は
、

事
前
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す

平
成
29
年
１
月
か
ら

①持ち込み申請

事前にみどり園に直接行くか、もしくは電話

で、住所・氏名・車両ナンバー・ごみの発生

場所・種類・量・持ち込み予定日を申請する。

で、住所・氏名・車両ナンバー・ごみの発

場所・種類・量・持ち込み予定日を申請す

②ごみ持ち込み時

本人確認ができる証明書（運転免許証など）

を提示し、ごみ持ち込み申請書に署名する。

本人確認ができる証明書（運転免許証など

を提示し、ごみ持ち込み申請書に署名する

③ごみ確認

係員により、ごみは分別されているか、産業

廃棄物や、みどり園で処理できない物の混入

はないか、持ち込みごみの確認を行います。

園
に

つ
い

確
認

た
め
、

物
な

あ
り

の
持

の
徹

め
、

申
請

は
、

の
前
の
前

必
要

と
し

日
ま ご

み
の
直
接
持
ち

要
に
なな
り
ま
す

電話

発生発生

する。

りり
まま
すす

④事情確認

次のような場合は係員により、事情確認をします。

▼ごみの発生場所と持込者又は申込者の住所が異なる場合

▼持込者の住所が市内以外の場合

▼持込頻度が多い場合

産業

混入

ち
込
み
は
、

する。

ど）ど）

る。

▼持込者の住所が市内以外の場合

▼持込頻度が多い場合

⑤適合性の確認と処置

確認により不適切と判断された場合

▼分別されていない場合は持ち帰って、分別後に再度持ち込

　んでください。

▼誤記入や不正が発覚した場合は状況により

１．持ち込み申請書の修正

２．搬入の拒否 

３．確認書兼始末書に署名させる

４．警察に通報　　　　　　　　などの措置をとります。

ごみの持ち込み手順

棄物や、みどり園で処理できない物の混

ないか、持ち込みごみの確認を行います

混入

す。

ごみ処理

橋
本
市
運
動
公
園

プ
ー
ル
利
用
券
を
販
売

　

上
野
公
園
の
市
民
プ
ー
ル
は
現
在
休
止

し
て
い
ま
す
。
そ
の
替
わ
り
と
し
て
、
橋

本
市
運
動
公
園
プ
ー
ル
の
利
用
券
を
販
売

し
ま
す
。５００円

大人

３００円

小・中学生

販売
価格

▼未就学の幼児は無料
※小学３年生以下は必ず保護者の同
伴（有料）が必要です。保護者同
伴でない場合は、入場できません。

■
販
売
期
間　

　

７
月
４
日
（
月
）
〜
８
月
31
日
（
水
）

※

プ
ー
ル
の
営
業
期
間
は
７
月
10
日
（
日
）

〜
８
月
31
日
（
水
）
ま
で
。

■
販
売
場
所

▼
上
野
公
園
管
理
事
務
所
（
水
曜
休
み
）

▼
中
央
公
園
管
理
事
務
所
（
水
曜
休
み
）

▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。
）

※

販
売
場
所
で
、
免
許
証
な
ど
五
條
市
民
と
わ
か

る
も
の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

（
本
人
確
認
が
で
き
る
高
校
生
以
上
が
購
入
し

　

て
く
だ
さ
い
。
）

■
問
合
先　

公
園
緑
地
課

　
（
内
線
４
６
１
）

和歌山県橋本市北馬場 454

橋本市運動公園プール

（高校生以上）

プール利用券販売します
～犯罪や非行のない安全・安心な地域
社会を築くための取組を進めよう。
犯罪や非行をした人たちの立ち直り
を支えよう～を支えよう
　 “社会を明るくする運動” は、犯罪や非行の防止
と罪を犯した人たちの更生に理解を深め、犯罪や非
行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動で
す。期間中は、広報車や街頭での啓発、「愛の善意」
募金運動等を行います。

～犯罪や非行のない安全・安心な地

7 月は、
社会を明るくする運動強調月間

保護司による電話相談
更生保護「ひまわりテレフォン相談」
　☎0742・20・6000
五條地区保護司会
　☎0747・24・3011
月～土曜日（祝日を除く）13時～16時

　一人で悩まないで電話してください。

内閣総理大臣メッセージ伝達式
7月 1日（金）16時～
更生保護サポートセンター五條（旧消防庁舎前）
■問合先　社会福祉課（内線２０９）
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カルムのひろば

■トレーナー

　前川孝士（奈良学習・発達支援センター代表、㈲結崎アカデミー代表取締役、LD学会会員）

　田場千鶴（日本教育カウンセリング学会会員、行動分析学会会員、特別支援教育士）

■対象　4歳頃～小学校低学年までの子どものいる保護者

■定員　10名程度（定員に達し次第締め切りとなります）

■費用　無料

■開催場所　カルム五條

■申込締切　７月 29日（金）まで

■問合先　カルム五條（内線２８９）

ペアレントトレーニング開催！
子育てについて難しさを感じることはありませんか。

子どもの心と行動をどう理解すればいいか一緒に学びましょう。

プログラム

 日程 時間 セッションの内容  

第 1 回 9／1  

10 時 

 ～12 時 

オリエンテーション・自己紹介  

第 2 回 9／8  子どもの行動観察と理解  

第 3 回 9／29  子どもの行動への良い注目の仕方  

第 4 回 10 ／6  親子タイムの上手な誉め方  

第 5 回 10 ／13  前半振り返りセッション  

第 6 回 10 ／27  子どもが従いやすい指示の出し方  

第 7 回 11 ／10  上手な接し方  

第 8 回 11 ／24  トークンシステム・リミットセッション  

第 9 回 12 ／1  まとめ  

第 10 回 12 ／8  学校との連携・全体のまとめ・終了  

 ※上記のスケジュールは変更することがあります。

子育てって難しい…と感じる保護者のみなさまに

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
制
定
記
念

五
條
市
歯
と
口
腔
の
フ
ェ
ス
タ
開
催

　

歯
と
口
腔
の
健
康
が
全
身

の
健
康
を
守
る
上
で
重
要
な

働
き
を
す
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
が
生
涯
健
康
で
過
ご
せ
る

よ
う
に
市
で
は
昨
年
「
五
條

市
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り

推
進
条
例｣

が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
制
定
記
念
講
演
会
を
含

む
歯
と
口
腔
の
フ
ェ
ス
タ
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

９
月
25
日
（
日
）
12
時
30
分

　

〜
16
時
（
12
時
受
付
開
始
）

　
（
講
演
会
13
時
〜
15
時
）

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
制
定
記
念
講
演
会

　

五
條
市
歯
科
医
師
会
に
よ
る

　

〜
歯
と
口
腔
の
お
は
な
し
〜

■
食
育
の
話
（
試
食
コ
ー
ナ
ー

　

あ
り
）、
な
り
き
り
歯
医
者

　

さ
ん
体
験
、
フ
ッ
素
塗
布
、

　

口
腔
細
菌
検
査
、
ク
イ
ズ
ラ

　

リ
ー
、
そ
の
他
絵
の
展
示
な

　

ど
。
気
軽
に
家
族
で
参
加
し

　

て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

講
演
会
に
つ
い

　

て
は
９
月
21
日
（
水
）
ま
で

　

に
カ
ル
ム
五
條
に
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

カ
ル
ム
五
條
（
内
線
２
８
９
）

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
の

基
本
的
な
考
え
方

▼
市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て

歯
の
病
気
を
予
防
し
、
早
期

に
発
見
し
、
適
切
に
治
療
を

受
け
る
こ
と
を
推
進
す
る

▼
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま

で
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
適
切
・

効
果
的
に
歯
と
口
腔
の
健
康

づ
く
り
を
推
進
す
る

▼
保
健
、
医
療
、
福
祉
等
関

連
施
策
と
連
携
を
図
り
、
総

合
的
に
推
進
す
る
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カルムのひろば

   

 

   

献
血
の
お
し
ら
せ

　

近
年
、献
血
者
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

血
液
不
足
は
深
刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
日
時

　

８
月
３
日
（
水
）
10
時
〜
16
時

■
場
所 

中
央
公
民
館

▼
2
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血

　

男
女
と
も
満
16
〜
69
歳

　

男
性　

体
重
45
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上

　

女
性　

体
重
40
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上

▼
4
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血

　

男
性　

満
17
〜
69
歳

　

女
性　

満
18
〜
69
歳

　

男
女
と
も
体
重
も
50
キ
ロ
グ
ラ
ム

以
上

■
問
合
先

　

カ
ル
ム
五
條
（
内
線
２
８
９
）

※

献
血
の
際
、
本
人
確
認
が
あ
り

　

ま
す
の
で
、
保
険
証
・
運
転
免

　

許
証
な
ど
、
確
認
が
で
き
る
も

　

の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

65
歳
以
上
の
献
血
は
、
60
〜
64

　

歳
の
間
に
献
血
経
験
の
あ
る
人

　

に
限
り
ま
す
。

※

体
調
や
海
外
渡
航
歴
な
ど
に
よ

　

り
献
血
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

　

さ
い
。

切り取って保管しましょう

７⽉、８⽉ 休⽇の救急診療・在宅当番医

■問合先　カルム五條 ( 内線２９０)

９時〜１６時 急病患者の応急処置 応急を要する
内科・小児科
の軽易な診療

 

 

五條市応急診療所
☎２４・００９９ 

本町３丁目１－１３

土・日・祝日夜間
※受付21時30分まで

１８時～２２時

休日診療、夜間診療を受診するときは、まず電話で症状を連絡しましょう。

 

 

☎0744・22・9683 

橿原市畝傍町９－１
毎日深夜

橿原市休日夜間応急診療所

献血お■■

0744 22 9683

※保険証を持参してください。
※担当医の専門性や患者の年齢、症状
により、二次救急医療機関の診療を
お勧めする場合があります。受診前
に電話で確認してください。
※マスクを着用してお越しください。

応急を要する

小児科の診療

０時～６時

７月３日（日） １０日（日） １７日（日） １８日（月・祝）

２４日（日） ３１日（日）

８月７日（日） １１日（木・祝） １４日（日） ２１日（日）

２８日（日）

二見４丁目２－４
寒川医院

☎２２－２１２０

新町２丁目３－８
槇野医院

☎２２－２００４

今井２丁目２－１２
岩井内科

☎２６－１２１２

中之町１６１７－１

田畑医院
☎２５－１２１１

本町１丁目７－２３
後藤医院

☎２２－２６９５

五條１丁目７－５
辻田クリニック
☎２５－４１４５

岡口１丁目２－２２

右馬医院
☎２２－２２８１

中之町１７７１－３３

杉﨑医院
☎２４－０００３

五條３丁目２－２０

中西クリニック
☎２５－２７６０

須恵２丁目６－２１

足立医院
☎２５－３９３９

今井２丁目２－１２
岩井内科

☎２６－１２１２

熱
中
症
に
注
意

乳
幼
児
・
高
齢
者
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

猛
暑
に
よ
る
熱
中
症
で
は
、
特
に

乳
幼
児
や
高
齢
者
は
注
意
が
必
要
で

す
。

＊
熱
中
症
の
予
防
法

①
日
差
し
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
日
陰

　

を
利
用
し
た
り
、
帽
子
、
日
傘
な

　

ど
で
日
差
し
か
ら
逃
れ
る
工
夫
を

　

し
ま
し
ょ
う
。
扇
風
機
や
エ
ア
コ

　

ン
の
利
用
も
大
切
で
す
。

②
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ

　

う
。
た
く
さ
ん
汗
を
か
い
た
時
は
、

　

塩
分
補
給
も
合
わ
せ
て
行
い
ま
し

　

ょ
う
。

③
室
内
に
は
温
度
計
を
置
き
ま
し
ょ

　

う
。
目
で
見
て
暑
さ
が
分
か
る
よ

　

う
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

＊
熱
中
症
か
な
？
と
思
っ
た
ら

①
涼
し
い
場
所
へ
移
動
さ
せ
、
衣
服

　

を
緩
め
、
静
か
に
寝
か
せ
る
。

②
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る
、
扇
風
機
や

　

う
ち
わ
な
ど
で
風
を
あ
て
、
体
を

　

冷
や
す
。

③
飲
み
物
を
飲
め
る
場
合
は
、
少
し

　

ず
つ
小
ま
め
に
取
ら
せ
る
。

※

重
度
の
症
状
や
吐
き
気
が
あ
り
、

　

自
分
で
水
が
飲
め
な
い
よ
う
な
場

　

合
は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま

　

し
ょ
う
！

健
康
相
談

　

生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
管
理
、

肥
満
、
禁
煙
な
ど
の
健
康
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
日
程
で
保
健

師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
予

約
制
で
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
事

前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

 

■
開
催
日　

７
月
27
日
（
水
）、
８
月

　

24
日
（
水
）、
９
月
28
日
（
水
）、

　

10
月
26
日
（
水
）、11
月
30
日
（
水
）、

　

12
月
21
日
（
水
）、
平
成
29
年
１
月

　

18
日
（
水
）、
２
月
22
日
（
水
）、

　

３
月
22
日
（
水
）

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
時
間　

９
時
30
分
〜
16
時
ま
で

　
（
相
談
は
約
１
時
間
程
度
）

■
内
容　

保
健
師
に
よ
る
個
別
相
談

　
（
希
望
者
に
は
血
圧
測
定
・
尿
検
査
・

　

体
脂
肪
測
定
を
実
施
し
ま
す
。）

■
費
用　

無
料

■
申
込
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條　

　
（
内
線
２
９
０
）

日
常
生
活
で
の
健
康
管
理
に
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砂場　足つぼ

お絵かきコーナー　などなど

夏場はプールも予定しています。

お楽しみに

こそだてひろば

　

大
人
も
子
ど
も
も
ホ
ッ
と
で

き
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
に
じ

い
ろ
電
車
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

０歳～
未就園児

保
育
所
に

    

遊
び
に
行
こ
う

各回 子ども1人100円、2人130円　
■問合先　児童福祉課（内線349）代表 田代
mail:niziirotrain@gmail.com
※初めての参加者は事前に連絡してください。

7/7
（木）

7/22
（金）

子育てサークル

にじいろ電車

６か月～

１歳児
対象

バンビの広場　

　

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

し
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ

う
！
（
５
歳
ま
で
の
児
童
と
保
護
者
）

■
日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日

　

13
時
〜
13
時
30
分

ぴよぴよの広場　

お
は
な
し
広
場

毎週
火・木 い

っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
！

み
ん
な
お
い
で
！
五
條
児
童
館

　

毎
月
１
回
、
児
童
館
で
お
子
さ
ん

の
身
長
、
体
重
を
計
測
し
ま
す
。

■
日
時　

第
１
月
曜
日

　

９
時
〜
17
時
（
い
つ
で
も
）

※

前
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

お
お
き
く
な
っ
て
ね
！

成
長
の
記
録
を
残
そ
う

本
や
お
話
に
親
し
も
う

２歳児
 対象

おたまじゃくしの広場　

毎週水曜10時～11時
（H26.4/2～H27.4/1生対象）

前日までに申し込んでください。

つどいの広場　

毎週月・金曜日
9時30分～11時30分
（カルム五條で開催）

１歳～
　５歳

　

五
條
児
童
館
で
は
、
年
齢
別
で
親

子
の
ふ
れ
あ
い
教
室
を
行
っ
て
い
ま

す
。
親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

　

各
広
場
で
は
、
家
庭
用
プ
ー
ル
を

使
っ
た
水
遊
び
も
計
画
し
て
い
ま
す

※

参
加
費
は
無
料
で
す
。

（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
開
館
）

牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
、

鉛
筆
立
て
を
作
り
ま
し
ょ
う

夏
休
み
工
作
教
室
!!

■
日
時　

７
月
27
日（
水
）

　

13
時
〜
15
時

■
場
所　

五
條
児
童
館　

遊
戯
室

■
対
象　

小
学
生

■
募
集
人
数　

20
人
程
度

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

お
茶
・
タ
オ
ル
・
牛
乳
パ

　

ッ
ク　
　
　
　

※

参
加
希
望
の
人
は
、７
月
20
日

　
（
水
）ま
で
に
、五
條
児
童
館
へ
電

　

話
ま
た
は
来
館
し
て
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

児
童
手
当
の

　
　
　

現
況
届

も
う
す
ま
せ
ま
し
た
か

　

児
童
手
当
を
引
き
続
い
て
受
け

る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
で
す
。

提
出
が
な
い
と
６
月
以
降
の
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
だ
の
人
は
早
急
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

■
提
出
・
問
合
先

　

児
童
福
祉
課（
内
線
３
６
６
）

毎週木曜10時～11時
（H25.4/2～H26.4/1生対象）

前日までに申し込んでください。

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

北
宇
智
保
育
所

な
か
よ
し
保
育
園

第１
月曜日

こそだてひろば

。

■
時
間　

10
時
〜
11
時

■
現
地
集
合
と
な
り
ま
す
。

■
定
員　

10
組
程
度

（
行
か
な
い
人
は
カ
ル
ム
五
條
で
遊
び
ま
す
）

■
時
間　

10
時
〜
11
時
30
分

■
現
地
集
合
と
な
り
ま
す
。

毎週火曜10時～11時
（H27.4/2生～)

※生後６か月に達した

　　　　　　子ども以上が対象

前日までに申し込んでください。
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砂場　足つぼ

お絵かきコーナー　などなど

夏場はプールも予定しています。

お楽しみに

砂場　足つぼ

お絵かきコーナー　などなど

夏場はプールも予定しています。

お楽しみに

テラス開放

■問合先　カルム五條（内線２８９）

テラス全景

足つぼコーナー

お絵かきコーナー 砂場

屋内スペース屋内スペース

カルム 1F のテラスが完成しました。

子どもたちが自由に遊べる場所として開放しています。

ぜひ遊びに来てください。

開放時間　平日の 8：30 ～ 17：15

夏場にはプールも予定しています。

こそだてひろばこそだてひろば

五
條
市
高
等
学
校
等
進
学

奨
励
支
度
金
給
付
申
請
の

お
し
ら
せ

進
学
を
支
援
し
ま
す

　

教
育
の
機
会
均
等
に
基
づ
き
、
勉

学
の
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
経
済
的
な

理
由
で
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校

等
へ
の
進
学
が
困
難
な
人
に
対
し
、

進
路
の
保
障
を
図
り
、
進
学
の
意
欲

を
高
め
る
た
め
の
五
條
市
高
等
学
校

等
進
学
奨
励
支
度
金
給
付
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

■
給
付
の
要
件

▼
奈
良
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
、
五

　

條
市
育
英
会
奨
学
金
、
生
活
福
祉

　

資
金
（
修
学
資
金
）、
ま
た
は
、

　

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
（
修

　

学
資
金
）
の
い
ず
れ
か
の
貸
与
を

　

申
請
し
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
の

　

交
付
決
定
通
知
を
受
け
て
い
る
人

▼
五
條
市
に
居
住
す
る
者
で
、
平
成

　

28
年
３
月
に
市
内
の
中
学
校
を
卒

　

業
し
て
、
高
等
学
校
（
定
時
制
・

　

通
信
制
を
含
む
）・
高
等
専
門
学

　

校
に
入
学
し
た
人　

■
提
出
期
限　

８
月
10
日
（
水
）

■
申
請
・
問
合
先　

学
校
教
育
課

　
（
内
線
８
１
７
）

　

楽
し
く
お
料
理
づ
く
り
に
挑
戦
し

ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

８
月
３
日
（
水
）

　

10
時
〜
13
時
ご
ろ
ま
で

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象　

市
内
に
在
住
す
る
子
ど
も

　

と
保
護
者

※

小
学
４
年
生
以
上
は
１
人
で
も
参

　

加
で
き
ま
す
。

■
定
員　

先
着
30
人
（
参
加
す
る
保

　

護
者
も
含
む
）

■
参
加
費　

大
人
５
０
０
円
・
子
ど

　

も
３
０
０
円
（
食
材
料
費
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

　

タ
オ
ル

■
メ
ニ
ュ
ー　

い
き
な
り
チ
キ
ン
ピ

　

ラ
フ
・
キ
ャ
ベ
ツ
と
ベ
ー
コ
ン
の

　

ス
ー
プ
ほ
か

※

メ
ニ
ュ
ー
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

■
指
導
者　

五
條
市
食
生
活
改
善
推

　

進
員

■
申
込
締
切
り　

７
月
20
日
（
水
）

■
申
込
・
問
合
先

　

カ
ル
ム
五
條
（
内
２
９
０
）

親
と
子
の

　

す
こ
や
か
食
育
教
室

夏
休
み
の
親
子
ふ
れ
あ
い
に
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国
際
交
流

E
x
c
h
ange

In
ternatio

n
a
l

英語コミュニケーション

英語
コミュ

ニケー
ション

第 86回

こん
にち
は、　

ブリ
アン
ナ・
パイ
ルで
す

It's summer, and that means it's too hot! Too hot to 
sleep, too hot to eat, too hot to work, and too hot to 
play. One way to beat the heat is to go somewhere with 
air conditioning. You can cool down, and you can save 
money on your electric bill by not using your own air 
conditioning. In the US, one popular air conditioned 
place to go in the summer is the movie theater.
 
Movies in the US are less expensive than they are in 
Japan. There are often movie theaters even in small 
towns. This makes them a perfect place to go when it's 
hot outside. Movies are also a good way to entertain 
children when they are on summer vacation, especially 
since America's summer vacation is longer than 
Japan's.
 
Recently I watched a movie in Japan. There were some 
interesting differences between Japanese movie 
theaters and American movie theaters. One difference 
was the kinds of food you can eat during a movie. 
Japan has many sweet foods, like churros or chocolate 
pizza, but America has more kinds of candy. Japan also 
has more flavors of popcorn. America has much bigger 
sizes of popcorn and drinks. I was very surprised that 
after the movie, the theater workers collected 
everyone's trays and garbage. In the US, you have to 
throw everything away yourself.
 
Movies are a great way to spend your summer. But 
Gojo doesn't have a movie theater, so I recommend 
renting a movie and watching it at home. Try watching 
an American movie! I'm sure it will help you beat the 
heat.

　夏です。暑い夏です！寝るのも暑い、食べるのも暑い、
仕事をするのも遊ぶのも暑いです。暑さをしのぐために、
エアコンが効いた場所に行くのもいい方法です。涼むこと
ができるし、自宅の電気代を節約することもできます。ア
メリカで人気のあるエアコンがきいた場所と言えば、映画
館です。

　アメリカの映画料金は日本の映画よりも安いです。それ
に、小さな町にも映画館があります。だから、映画館は暑
いときにはもってこいの場所なのです。また、特にアメリ
カの夏休みは日本より長いですから、休み中の子どもたち
を楽しませるのにも映画は役立ちます。

　最近、私は日本で映画を見ました。日本の映画館とアメ
リカの映画館にはおもしろい違いがありました。その一つ
は、鑑賞しながら食べられる食べ物です。日本ではチュロ
スやチョコレートピザのような食べ物が多いですが、アメ
リカではキャンディなどの種類がたくさんあります。また、
日本にはアメリカより色々な味のポップコーンがあります。
アメリカには日本よりサイズの大きいポップコーンや飲み
物があります。映画を見終えたあと、映画館の職員がゴミ
やトレーを回収しているのにはとても驚きました。アメリ
カでは、ゴミは自分で捨てなければなりません。

　映画は夏を過ごすには素晴らしい方法です。しかし、五
條には映画館がないので、レンタルした映画を、自宅で映
画を見るのもいいですね。アメリカ映画を見てください！
暑さをしのげることまちがいありませんから。

Cool Down With A Movie 映画でクールダウン

“Beat the heat”
“Beat the heat” is a phrase that means to survive the hot weather 
while having fun. The heat, or hot weather, makes you very hot and 
sweaty and tired. So in order to beat, or win against it, you have to 
cool down and find something interesting to do.
「暑さをしのぐ」
“Beat the heat” は、楽しみながら暑さを乗り切るという意味のフレー
ズです。暑いと汗をかき疲れるので、何か楽しみを見つけてクール
ダウンして、暑さに打ち勝とうというのです。

図書館

図書館
ホームページ

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
か
ら
お
知
ら
せ

■
問
合
先　

市
立
図
書
館

☎
２
２
・
４
１
３
３
（
水
曜
休
館
）

新
刊
本
棚

７ 月

　

ア
レ
ル
ギ
ー
が
関
与
す
る
病

気
と
向
き
合
う
に
は
、
病
気
や

治
療
、
薬
に
つ
い
て
の
正
し
い

知
識
が
必
要
で
す
。
薬
の
上
手

な
使
い
分
け
か
た
、
ア
レ
ル
ギ

ー
が
起
き
に
く
い
食
生
活
、
肌

質
が
改
善
す
る
ス
キ
ン
ケ
ア
の

コ
ツ
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

永
倉 

俊
和
／
監
修

主
婦
の
友
社　

菊
地 

敦
己
／
構
成

国
井 

美
果
／
文  

美
術
出
版
社

　

こ
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
絵
を

鑑
賞
し
た
ら
、
ど
ん
な
に
楽
し

い
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
っ
さ
ら

な
目
に
う
つ
る
名
画
は
き
っ
と

「
な
ぜ
?
」
「
な
に
?
」
で
い

っ
ぱ
い
。
日
本
を
代
表
す
る
画

家
・
葛
飾
北
斎
の
絵
を
ミ
ッ
フ

ィ
ー
と
い
っ
し
ょ
に
観
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

J
T
B
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

森
沢 

明
夫
／
著

K
A
D
O
K
A
W
A

赤ちゃんと子どもの
アレルギー&アトピーBOOK

橘
田 
い
ず
み
／
著

主
婦
と
生
活
社

エミリの小さな包丁

ミッフィーと
   ほくさいさん

目でみる
ことばのずかん

お
か
べ 

た
か
し
／
文

や
ま
で 

た
か
し
／
写
真

東
京
書
籍

松
橋 

利
光
／
著

ア
リ
ス
館

新

図
書
館
司
書

　

お
ス
ス
メ

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

いばりんぼうのカエルくん
こわがりのガマくん

通訳になりたい ! 
ゼロからめざせる 10の道
松
下 

佳
世
／
著

岩
波
書
店

京都鉄道博物館のすべて本日も餃子日和。

こ
ど
も
教
養
講
座
1

「
図
書
館
を
つ
か
っ
た
調
べ
学

習
」
の
達
人
に
な
ろ
う
!

　

「
調
べ
学
習
っ
て
何
？
」

「
ど
う
や
っ
て
調
べ
た
ら
い
い

の
？
」
「
参
考
文
献
っ
て
何
？
」

さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
を
解
決
し
、

調
べ
学
習
の
達
人
に
な
ろ
う
！

■
日
時　

７
月
22
日(

金
）

　

10
時
〜
11
時
30
分

■
対
象　

小
学
３
年
〜
６
年

■
場
所　

図
書
館

■
募
集
人
数　

先
着
10
名

(

電
話
で
も
受
付
可
能)

■
持
ち
物　

筆
記
用
具すーくん

五條市立
図書館
c
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入社４年目Yoshida Sayaka開発部 吉田紗也佳

入社後すぐに開発テーマを任せていただき、
さまざまな仕事に挑戦させてくれます。
責任を持ってやりがいを感じながら開発に取り組んでいます。

ゴム材料の開発をしています
いわゆる料理みたいな事をやっています。様々な配合薬品を
混ぜて、あるスペックを狙ってゴムを作製します。
高い配合技術があり、ハイスペックな新レシピも作製中です！
（自分の顔を真っ黒にしながら料理するときも・・・）

会社概要

内容　産業機器、化学、機械、エネルギー、通信機器、半導体、自動車、宇宙・航空産業等、あらゆる産業向
　　　　けにファイバー、ふっ素樹脂、高機能ゴム等各種素材製品の設計、製造、加工および販売

代表者　代表取締役社長　瀧澤 利一

操業年月日　昭和２年１月（創業８９年目）

従業員　４２７人（平成２８年３月３１日現在）（グループ連結１，４８５人）

五條市の元気な企業と従業員 FILE.013  日本バルカー工業株式会社
このコーナーでは市内の企業と、そこで働く若者を紹介。市内での就職を促進し、元気なまちづくりをめざします。

日本バルカー工業株式会社
（住川町１３４７番地　テ

クノパーク・なら工業団地
内）

☎０７４７・２６・３３３
０

■問合先 企業観光戦略課（内線 215）

月曜休館（月曜が祝日の場合は翌日）。入館料（大人300円、小人200円）　■藤岡家住宅☎22・4013（近内町526）

　

ガ
ラ
ス
板
に
焼
き
付
け
ら
れ
た
写
真

が
18
枚
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
厚
紙
に
焼

き
付
け
ら
れ
た
写
真
は
１
枚
。
藤
岡
長

和
の
姉
妹
二
人
が
写
っ
て
い
ま
す
。
裏

に
は
「
明
治
三
十
三
年
三
月
十
一
日
奈

良
猿
沢
池
畔　

写
真
師
北
村
太
一
」
と

あ
り
ま
す
。

　

北
村
太
一
氏
は
、
安
政
３
（
１
８
５

６
）
年
長
州
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
東
京

で
写
真
技
術
を
修
得
後
、
明
治
18
（
１

８
８
５
）
年
か
ら
猿
沢
池
の
畔
で
北
村

写
真
館
を
開
業
。
当
時
の
撮
影
料
は
、

ガ
ラ
ス
写
し
で
桐
箱
入
り
１
枚
普
通
10

銭
。
紙
写
し
は
三
枚
30
銭
で
し
た
。
北

村
は
明
治
30
年
（
１
８
９
７
年
）
に
は

金
紙
写
真
機
を
海
外
か
ら
購
入
し
て
５

人
掛
か
り
で
吉
野
の
山
林
を
撮
影
し
、

明
治
36
年
（
１
９
０
３
年
）
大
阪
四
天

王
寺
今
宮
で
開
催
さ
れ
た
第
５
回
内
国

勧
業
博
覧
会
に
出
展
し
て
い
ま
す
。

　

藤
岡
家
出
身
で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の
発

見
者
高
橋
克
己
博
士
に
嫁
い
だ
高
橋
英

子
さ
ん
の
嫁
入
り
道
具
の
琴
は
、
同
じ

勧
業
博
覧
会
で
賞
を
と
っ
た
琴
製
作
者

「
ま
る
儀
」
の
作
品
で
す
が
、
こ
の
内

見取り図案内其の九十一

「ガラス写真」

◎展示案内
９月24日（土）まで
▼「ガラス展」
～ガラスの写真・ガラスのランプなど～

国
博
覧
会
は
、
明
治
33
年
（
１
９
０
０

年
）
開
催
の
パ
リ
万
博
の
後
を
受
け
、

世
界
に
誇
る
大
博
覧
会
で
し
た
。
初
め

て
の
夜
間
開
場
が
行
わ
れ
、
５
色
の
照

明
で
大
噴
水
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る

な
ど
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
演
出
も
加

わ
り
ま
し
た
。

　

藤
岡
家
の
厨
子
二
階
に
は
「
洋
燈
台

第
一
号
」
と
書
か
れ
た
桐
の
箱
が
あ
り
、

座
敷
ラ
ン
プ
と
呼
ば
れ
る
明
治
時
代
の

オ
イ
ル
ラ
ン
プ
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
同
じ
く
明
治
時
代
の
ハ
リ
ケ
ー
ン

ラ
ン
タ
ン
は
、
ほ
や
の
部
分
の
ガ
ラ
ス

が
手
作
り
で
、
そ
の
ゆ
が
み
が
美
し
い

光
を
演
出
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

藤
岡
家
大
広
間
（
新
座
敷
）
は
明
治

45
年
（
１
９
１
２
年
）
の
建
築
物
で
、

廊
下
を
取
り
囲
む
ギ
ヤ
マ
ン
ガ
ラ
ス

（
吹
き
ガ
ラ
ス
）
の
12
枚
の
大
戸
は
、

和
か
ら
洋
の
世
界
へ
移
行
す
る
文
化
の

輝
き
を
、
今
も
そ
こ
に
留
め
て
い
ま
す
。

７
月
か
ら
９
月
ま
で
、
藤
岡
家
所
蔵
の

ガ
ラ
ス
を
展
示
し
ま
す
。 　

　

（
文
）
館
長
・
学
芸
員　

川
村 

優
理

◎イベントのご案内
７月７日（木）
▼金剛山麓の祈りを訪ねる
「地福寺蓮華祭・朗読とオカリナのコンサート」
（入館料のみ）

ガ
ラ
ス
写
真
・
お
よ
そ
１
２
０
年
前
の
少
年
像
（
11
㌢×

９
㌢
）
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■
持
ち
物　

な
し

■
申
込
方
法　

７
月
20
日(

水)

ま

　

で
に
参
加
費
を
添
え
て
、
申
し
込

　

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１

 （
火
曜
・
祝
日
休
館
）

ド
ー
ナ
ツ
手
作
り
体
験
＆

大
阪
市
立
自
然
史
博
物
館
の

見
学

　

親
と
子
で
も
っ
と
ふ
れ
合
い
、
よ

り
絆
を
深
め
る
た
め
の
体
験
講
座
と

博
物
館
見
学
で
す
。

■
日
時　

８
月
20
日
（
土
）
８
時
出

　

発
（
17
時
頃
帰
館
予
定
）

■
集
合
場
所　

中
央
公
民
館
玄
関
前

　
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
）

■
行
き
先　

ダ
ス
キ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア

　

ム
・
大
阪
市
立
自
然
史
博
物
館

■
参
加
費　

１
人
１
０
０
０
円

　
（
体
験
料
・
高
速
代
等
）

■
定
員　

先
着
20
人

※

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

　

る
保
護
者
と
そ
の
子
ど
も
（
小
学

　

生
お
よ
び
中
学
生
）

※

５
年
生
以
上
は
子
ど
も
だ
け
で
参

　

加
可
能
で
す
。

■
持
ち
物　

弁
当
・
水
筒
・
レ
ジ
ャ

　

ー
シ
ー
ト

※

子
ど
も
の
み
の
参
加
も
可
（
そ
の

　

場
合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
）

■
締
切　

７
月
22
日(

金)

■
指
導
者　

五
條
市
茶
華
道
協
会

■
参
加
費　

１
人
５
０
０
円

■
持
ち
物　

花
ば
さ
み

■
申
込
方
法　

７
月
22
日(

金)

ま

　

で
に
参
加
費
を
添
え
て
、
申
し
込

　

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１

 （
火
曜
・
祝
日
休
館
）

　
キ
ラ
キ
ラ
光
る
不
思
議
な

ど
ろ
ダ
ン
ゴ
を
作
ろ
う

　

親
と
子
で
も
っ
と
ふ
れ
合
い
、
よ

り
絆
を
深
め
る
た
め
様
々
な
体
験
を

し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

８
月
１
日
（
月
） 

　

９
時
〜
11
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
参
加
費　

１
人
３
０
０
円

■
定
員　

先
着
30
人

※

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

　

る
保
護
者
と
そ
の
子
ど
も(

小
学

　

生
お
よ
び
中
学
生)

※

５
年
生
以
上
は
子
ど
も
だ
け
で
参

　

加
可
能
で
す
。

■
指
導
者　

池
田
武
史
先
生
（
竹
工

　

作
の
会
会
長
） 

■
日
時　

７
月
30
日
（
土
）

　

10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
15
組

※

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

　

る
保
護
者
と
そ
の
子
ど
も(

小
学

　

生
お
よ
び
中
学
生)

※

子
ど
も
の
み
の
参
加
も
可
（
そ
の

　

場
合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
）

■
指
導
者　

五
條
市
茶
華
道
協
会

■
参
加
費　

１
人
５
０
０
円

■
持
ち
物　

白
い
靴
下

■
申
込
方
法　

７
月
22
日(

金)

ま

　

で
に
参
加
費
を
添
え
て
、
申
し
込

　

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１

 （
火
曜
・
祝
日
休
館
）

夏
休
み
親
子
華
道
教
室

　

身
近
な
草
花
を
使
っ
て
自
然
に
親

し
み
、
実
技
を
通
し
て
生
花
の
伝
統

文
化
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

７
月
31
日
（
日
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
15
組

※

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

　

る
保
護
者
と
そ
の
子
ど
も(

小
学

　

生
お
よ
び
中
学
生
）

１
日
消
防
士
体
験

　

私
た
ち
の
生
命
や
暮
ら
し
を
守
る

身
近
な
消
防
署
で
の
体
験
を
通
し
て
、

消
防
・
救
急
隊
員
の
仕
事
内
容
を
理

解
し
、
命
の
尊
さ
や
防
災
へ
の
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

７
月
27
日
（
水
）
12
時
30

　

分
出
発
（
17
時
頃
帰
館
予
定
）

■
集
合　

中
央
公
民
館
玄
関
前

　
（
消
防
署
ま
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）

■
行
き
先　

五
條
消
防
署　
　
　
　

■
対
象 
市
内
に
在
住
す
る
小
学
４

　

年
生
〜
６
年
生

■
定
員　

先
着
20
人

■
参
加
費　

1
0
0
円
（
保
険
代
等
）

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
・
水
筒

■
申
込
方
法　

７
月
15
日 (
金)
ま

　

で
に
参
加
費
を
添
え
て
、
申
し
込

　

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

災
害
等
対
応
に
よ
り
、

　

内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１

 （
火
曜
・
祝
日
休
館
）

夏
休
み
親
子
茶
道
教
室

　

ご
挨
拶
の
仕
方
、
お
辞
儀
の
仕
方
、

お
茶
の
い
た
だ
き
方
な
ど
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

　

夏休み
楽しい講座・イベントが盛りだくさんです

夏休みの
自由研究に

親子の
思い出づくりに
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夏休みのイベント

　

で
に
参
加
費
を
添
え
て
、
申
し
込

　

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１

 （
火
曜
・
祝
日
休
館
）

乳
製
品
を
使
っ
た
料
理
を
作

ろ
う

　

親
と
子
で
も
っ
と
ふ
れ
合
い
、
よ

り
絆
を
深
め
る
た
め
一
緒
に
楽
し
く

お
料
理
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

■
メ
ニ
ュ
ー　

焼
肉
ラ
イ
ス
サ
ン
ド
、

　

コ
ロ
コ
ロ
野
菜
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
サ

　

ラ
ダ
ほ
か

■
日
時　

８
月
27
日
（
土
）

　

10
時
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
参
加
費　

１
組
（
親
１
人
子
１
人
）

　

７
０
０
円 
※

子
ど
も
１
人
追
加
に
つ
き
３
０
０

　

円
加
算

■
定
員　

先
着
12
組

※

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

　

る
保
護
者
と
そ
の
子
ど
も
（
小
学

　

生
お
よ
び
中
学
生
）　

■
指
導
者　

足
立
敦
子
先
生

　
（
料
理
研
究
家
『
Ａ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ

　

ド
ッ
キ
リ
ハ
ッ
キ
リ
三
代
澤
康
司

　

で
す
。』
火
曜
日
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
布
・

■
申
込
方
法　

８
月
10
日
（
水
）
ま

　

で
に
参
加
費
を
添
え
て
、
申
し
込

　

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１

 （
火
曜
・
祝
日
休
館
）

五
條
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ゴ
ー
カ
ス
タ
ー
」
マ
ス
コ
ッ

ト
作
り

　

親
と
子
で
も
っ
と
ふ
れ
合
い
、
よ

り
絆
を
深
め
る
た
め
手
芸
で
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
り
を
し
ま
せ

ん
か
。

■
日
時　

８
月
26
日
（
金
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
参
加
費　

１
組
（
親
１
人
子
ど
も

　

１
人
）
４
０
０
円

※

子
ど
も
１
人
追
加
に
つ
き
４
０
０

　

円
を
加
算

■
定
員　

先
着
20
組

※

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

　

る
保
護
者
と
そ
の
子
ど
も
（
小
学

　

生
お
よ
び
中
学
生
）

※

５
年
生
以
上
は
子
ど
も
だ
け
で
参

　

加
可
能
で
す
。

■
指
導
者　

五
條
市
婦
人
会

■
持
ち
物　

な
し

■
申
込
方
法　

８
月
18
日
（
木
）
ま

ラ
ブ
リ
バ
ー
２
０
１
６　

〜
体
験
し
よ
う
！
ふ
る
さ
と

の
宝
物
〜　

参
加
者
募
集

　

吉
野
川
・
紀
の
川
を
体
全
体
で
感

じ
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
再
確
認
し

て
、
愛
郷
心
を
育
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

８
月
28
日(

日)　

　

８
時
30
分
か
ら

■
場
所　

阿
太
ミ
ニ
体
育
館　

　
（
メ
イ
ン
会
場
）

■
内
容　

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、

　

鮎
引
っ
か
け
釣
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

　

ル
ろ
過
器
作
り

■
対
象　

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
に

　

在
住
の
小
学
校
１
年
生
以
上

※

年
齢
の
上
限
な
し
。

※

当
日
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

一
般
社
団
法
人　

五
條
青
年
会
議

　

所
事
務
局

☎
２
３
・
０
３
０
４

■
日
時　

７
月
23
日
（
土
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

第
２
回
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
竹
風
鈴

を
つ
く
ろ
う
」

　

賀
名
生
の
里
で
と
れ
た
竹
を
使
っ

て
風
鈴
を
つ
く
り
ま
す
。
み
な
さ
ん

が
つ
く
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
風
鈴
は
、

ど
ん
な
音
色
が
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

■
日
時　

８
月
20
日
（
土
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
対
象
者　

小
学
生
・
中
学
生
と
そ

　

の
保
護
者

■
定
員　

各
回
先
着
20
組

■
参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料
費
な

　

ど
）

■
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
か
メ
ー

　

ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
３
２
・
９
０
１
０

anounosato-m
useum

@
kcn.jp

※

７
月
の
休
館
日　

４
日
（
月
）・

11
日
（
月
）・
19
日
（
火
）・
25
日
（
月
）

　

手
拭
き
タ
オ
ル
・
ふ
き
ん
・ 

筆
記

　

用
具
・
持
ち
帰
り
用
の
タ
ッ
パ
ウ

　

ェ
ア

■
申
込
方
法　

８
月
10
日
（
水
）
ま

で
に
参
加
費
を
添
え
て
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１

 （
火
曜
・
祝
日
休
館
）

夏
休
み
子
ど
も
あ
の
う
塾　

参
加
者
募
集

　

豊
か
な
自
然
と
歴
史
あ
ふ
れ
る
賀

名
生
の
里
で
、
夏
休
み
の
思
い
出
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か
。
夏
休
み
の
工
作

の
宿
題
に
ぴ
っ
た
り
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。　

第
１
回
「
ド
キ
ド
キ
！
土
器
づ

く
り
」

　

大
昔
の
人
は
ど
の
よ
う
に
土
器
を

つ
く
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
大

昔
の
つ
く
り
方
で
、
自
分
の
好
き
な

形
や
デ
ザ
イ
ン
の
土
器
を
つ
く
り
ま

す
。
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ドローン禁止！
　吉野川祭り会場内でのドローン

（無人飛行機）の持ち込み・操縦・

飛行等は固くお断りいたします。

　祭り会場・周辺での
　　事前の場所取り禁止！
　会場内および周辺（堤防上も含む）の事前の場

所取りは、会場設営準備や歩行者の通行等の妨げ

となりますので禁止します。場所取りをしてある

場合、会場設営時に撤去しますので、ご了承くだ

さい。

市
民
が
集
う
、
ふ
る
さ
と
の
祭
り

吉
野
川
納
涼
花
火
大
会

　

五
條
市
が
全
国
に
誇
る
夏
の
風
物
詩
、
吉
野
川
祭
り
が

８
月
15
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
多
大
な
る
支
援
に
支
え
ら
れ
、
今
年

で
45
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
吉
野
川
祭
り

は
、
皆
さ
ん
の
協
賛
金
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年

も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、
忘
れ
ら
れ
な
い

夏
の
思
い
出
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
先　

吉
野
川
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
企
業
観
光
戦
略
課
内
）（
内
線
２
１
５
・
２
１
０
）

８月15日（月）
開催します

第
45
回
吉
野
川
祭
り
実
行
委
員
会
一
同

有
料
観
覧
席
の
申
込
受
付
を

開
始
し
ま
す
！

申
込
み
は
お
早
め
に

　

家
族
や
友
人
と
じ
っ
く
り
花
火
を
楽
し
み
た
い
皆
さ
ん
に
今
年

も
約
２
０
０
席
の
有
料
観
覧
席
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

■
１
区
画
の
料
金
／
広
さ　

１
万
円
／
２
．
７
ｍ
四
方

■
１
区
画
の
定
員　

大
人
８
人（
小
学
生
以
下
は
０
．
５
人
換
算
）

■
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
次
の
事
項
を
記
載
し
て
事
務
局
ま

　

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

※

記
入
は
油
性
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

　
　

他
の
方
法
で
の
申
込
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
締
切　

７
月
29
日
（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）

■
そ
の
他　

先
着
順
で
す
の
で
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

料
金
振
込
方
法
な
ど
の
手
続
き
は
、
申
込
後
に
連
絡
し
ま
す
。

※

詳
細
は
決
定
次
第
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
先　

吉
野
川
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
企
業
観
光
戦
略
課
内
）（
内
線
２
１
５
・
２
１
０
）

※

こ
の
面
は

　

何
も
書
か
な
い
で

　

く
だ
さ
い
。

（
受
付
の
可
否
を
返
送
し
ま
す
）

郵便番号
あ
な
た
の
住
所

あ
な
た
の
氏
名

①あなたの名前
②あなたの住所
　（郵便番号も）
③日中連絡が
　つく電話番号
④有料席希望数
⑤利用人数
　（予定人数）

表

裏

往信

返信

637-8501
本
町
１
丁
目
１
番
１
号

吉
野
川
祭
り

実
行
委
員
会
事
務
局

撤去 ます

第 45回吉野川納涼花火大会
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西吉野町平雄の移住体験型住宅外観

 イベント・おしらせ

「
宇
智
野
」
千
三
百
年
の
文
化
の

源
流
を
訪
ね
る
旅

　

金
剛
山
麓
に
古
い
歴
史
を
も
つ
祈

り
の
文
化
を
訪
ね
ま
す
。

◎
第
一
の
旅

「
金
剛
山
麓
修
験
道
の
文
化
を
訪

ね
る
旅
」

■
日
時　

７
月
７
日
（
木
）

■
場
所　

登
録
有
形
文
化
財
「
藤
岡

　

家
住
宅
」

▼
10
時
30
分
〜
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト

　
（
出
演
・
コ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ
は
と

　

ぽ
っ
ぽ
・
五
條
市
朗
読
サ
ー
ク
ル
）

▼
12
時
〜
昼
食
、
13
時
〜
15
時
見
学

　
（
午
後
の
み
の
参
加
も
可
）

　

地
福
寺
（
久
留
野
）
金
剛
山
修
験

　

道
の
「
蓮
華
祭
」・
御
霊
神
社
（
近

　

内
）
文
月
祭
・
藤
岡
家
に
残
る
金

　

剛
山
諸
寺
の
祈
祷
札
な
ど
見
学

■
参
加
費　

入
館
料
の
み

　
（
高
校
生
以
上
３
０
０
円
・
小
中

　

学
生
２
０
０
円
）

※

食
事
が
必
要
な
人
の
み
要
予
約

（
お
茶
付
き
１
０
０
０
円
）

◎
第
二
の
旅

「
金
剛
山
麓
の
祈
り
を
訪
ね
る
旅
」

■
日
時　

７
月
20
日
（
水
）

　

13
時
〜
15
時
半

■
場
所　
「
藤
岡
家
住
宅
」↓
近
内
御

　

霊
神
社
（
絵
馬
堂
見
学
）↓
小
和

　

御
霊
神
社
（
も
う
こ
ん
の
鳥
居
見

　

学
）↓
住
川
龍
智
神
社
（
十
一
面

　

観
音
像
見
学
）

■
参
加
費　

１
０
０
０
円

　
（
入
館
料
込
み
）

■
講
師　

神
田
憲
明
氏

■
定
員
50
名
（
要
申
込
。
歩
き
や
す

　

い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。
マ
イ

　

ク
ロ
バ
ス
で
見
学
し
ま
す
が
、
歩

　

く
場
所
が
あ
り
ま
す
）

■
申
込
・
問
合
先　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
ち
の
の
館

　
（
藤
岡
家
住
宅
）

☎
２
２
・
４
０
１
３

夏
休
み
親
子
わ
く
わ
く
木
工
体
験

参
加
者
募
集

　

親
子
で
「
木
工
教
室
」
を
体
験
し
、

夏
の
思
い
出
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

７
月
30
日
（
土
）
10
時
45

　

分
現
地
集
合
（
12
時
解
散
予
定
）

■
場
所　

下
市
町
森
林
公
園
や
す
ら

　

ぎ
村
（
下
市
町
西
山
５
５
０
）

※

駐
車
場
あ
り
。

■
内
容　

親
子
で
の
木
工
工
作
体
験

※

雨
天
決
行

■
参
加
料　

無
料

■
持
ち
物　

お
茶
な
ど
飲
み
物

■
対
象
・
定
員　

小
学
生
の
子
ど
も

　

と
そ
の
保
護
者
（
10
組
・
30
人
程

　

度
）

※

子
ど
も
と
保
護
者
合
わ
せ
て
１
組

　

は
５
人
ま
で
。
応
募
多
数
の
場
合

　

は
抽
選
。

■
そ
の
他　

12
時
頃
に
解
散
と
な
り

　

ま
す
が
、
昼
食
を
持
参
し
た
場
合

　

は
や
す
ら
ぎ
村
内
で
食
べ
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
施
設

　

利
用
は
事
前
に
「
木
工
工
作
体
験

　

の
参
加
者
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、

　

各
自
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※

森
林
公
園
や
す
ら
ぎ
村

　

☎
０
７
４
７
・
５
８
・
０
１
１
４

■
申
込
期
限　

７
月
15
日
（
金
）
ま

　

で
に
電
話
で
①
参
加
者
全
員
の
氏

　

名
②
年
齢
（
学
年
）③
住
所
④
電

　

話
番
号
を
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

公
園
緑
地
課
（
内
線
４
６
１
）

※

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協
議
会
の

　

実
施
す
る
事
業
で
す
。

憩
の
家
で
落
語
会
の
お
し
ら
せ

　

五
條
市
出
身
の
落
語
家
・
桂
雀
太

さ
ん
と
新
進
気
鋭
の
落
語
家
を
迎
え

て
落
語
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
３
日
（
日
）

　

13
時
（
13
時
30
分
開
演
）

■
料
金　

前
売
り
1
5
0
0
円

　
（
当
日
1
8
0
0
円
）

■
出
演
者　

桂
雀
太
（
２
席
）
笑
福

　

亭
鉄
瓶
、
笑
福
亭
呂
好
、
T
A
S

　

U
K
U
（
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

　

ス
）

■
申
込
・
問
合
先　

　

老
人
憩
の
家
（
水
曜
休
館
）

☎ 

２
３
・
０
４
３
１

移
住
体
験
型
住
宅
オ
ー
プ
ン

　

西
吉
野
町
平
雄
地
区
に
、
移
住
体

験
型
住
宅
が
７
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。「
山
村
で
暮
ら
し
て
み

た
い
け
れ
ど
、
い
き
な
り
移
住
す
る

の
は
不
安
だ
」
と
考
え
る
人
が
、
お

試
し
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
施
設

で
す
。

　

な
お
、
こ
の
施
設
は
五
條
市
で
の

暮
ら
し
を
体
験
す
る
た
め
の
施
設
で

す
の
で
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
施
設
所
在
地　

　

西
吉
野
町
平
雄
54
番
地

■
利
用
は
移
住
を
検
討
し
て
い
る
人

　

に
限
り
ま
す
。
宿
泊
中
に
ア
ン
ケ

　

ー
ト
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

利
用
期
間
は
連
続
し
た
７
日
以
内

※

利
用
料
金
は
無
料
で
す
。　

※

消
耗
品
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ

　

さ
い
。

※

利
用
希
望
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

　

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
（
内
線
４
１
５
）

催　

し

催　

し

お
し
ら
せ

催　

し
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朝
市
を
開
催
し
ま
す
!!

農
家
か
ら
直
送
、
と
れ
た
て
野
菜

　

愛
情
を
込
め
て
作
っ
た
新
鮮
な
野

菜
、
果
物
が
並
ぶ
朝
市
を
開
催
し
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
気
軽
に
買
い
物
に
来
て

く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

７
月
９
日
（
土
）

■
時
間　

８
時
30
分
〜
11
時

■
場
所　

辯
天
宗　

国
道
西
駐
車
場

　
（
カ
ル
ム
五
條
横
）　

■
そ
の
他　

雨
天
中
止　

■
問
合
先　

五
條
野
原
青
空
市
場
実

　

行
委
員
会
事
務
局

　
（
企
業
観
光
戦
略
課
内
）

　
（
内
線
２
１
５
）

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
体
操
に
出
演
し
て

い
る
先
生
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
基
礎
か

ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
簡

単
な
体
力
測
定
を
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。　

■
日
時 　

８
月
７
日
（
日
）

　

 

10
時
開
始 

■
場
所 　

中
央
体
育
館

■
講
師　

岡
本
美
佳
先
生

　
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
体
操
指
導
者
）

■
定
員　

先
着
50
人
（
市
内
市
外　

　

在
住
お
よ
び
年
齢
制
限
な
し
）

■
参
加
費　
　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
①

　

住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
④
年
齢

　

を
確
認
し
ま
す
。）

■
主
催　

教
育
委
員
会

■
協
力　

五
條
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

　

員
会

■
申
込
・
問
合
先　

生
涯
学
習
課　

　
（
内
線
８
１
２
）

F
A
X　

２
２
・
８
７
５
４

筋
力
ア
ッ
プ
運
動
教
室

　
（
こ
ろ
ば
ぬ
先
の
運
動
教
室
）

　

理
学
療
法
士
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、運
動
機
器
（
マ
シ
ー
ン
）
を
使
っ

た
運
動
で
、
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し

ま
す
。

■
開
催
日　

８
月
19
日
（
金
）
〜

　

11
月
25
日(

金)

ま
で
の
毎
週
金

　

曜
日
（
全
15
回
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
場
所　

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
五
條
４
丁
目
５
番
28
号
）

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

　

65
歳
以
上
の
人

■
費
用　

無 

料

■
定
員　

８
人
（
先
着
順
）

■
申
込
締
切　

７
月
29
日
（
金
）

※

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

要
介
護
認
定
が
あ
り
、
介
護
サ
ー

　

ビ
ス
を
受
け
て
い
る
人
や
、
昨
年

　

度
教
室
を
受
講
し
た
人
は
参
加
で

　

き
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
内
線
３
０
９)

初
級
手
話
講
座
参
加
者
募
集

　

手
話
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
程
（
年
間
15
回
）

　

８
月
18
日
か
ら
毎
週
木
曜
日

　

13
時
〜
14
時
30
分

■
対
象
者　

手
話
に
興
味
が
あ
り
、

　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
在
勤
の
人

■
内
容　

手
話
で
簡
単
な
自
己
紹
介

　

や
会
話
を
し
ま
す

■
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
（
新
町
３
丁
目
３
番
２
号
）

■
定
員　

20
人

■
指
導
者　

五
條
手
話
通
訳
者
会

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
締
切　

７
月
29
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先　

　

社
会
福
祉
課
福
祉
係

　
（
内
線
２
０
９
）

五
條
市
介
護
教
室

〜
活
動
性
を
引
き
出
す
ら
く
ら

く
介
護
術
〜　

参
加
者
募
集

　

持
ち
上
げ
な
い
、
引
き
ず
ら
な
い
、

介
護
負
担
を
軽
減
で
き
る
介
護
術
を

学
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

７
月
10
日
（
日
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
場
所　

ふ
れ
あ
い
交
流
館
３
F

岡
本
美
佳
先
生
と
ラ
ジ
オ

体
操
し
ま
し
ょ
う
！

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
体
操
指
導
者
の

　

理
科
の
専
門
家
が
、
珍
し
い
実
験

な
ど
を
通
し
て
理
科
の
お
も
し
ろ
さ

を
体
験
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。　

■
日
時　

８
月
８
日
（
月
）
10
時
頃

　

か
ら
16
時
頃
ま
で

■
場
所　

吉
野
川
河
川
敷
（
大
川
橋

　

付
近
）、
五
條
小
学
校
ほ
か

■
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
３
年
生

　

か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
児
童
・

　

生
徒

■
費
用　

無
料

■
内
容
「
川
の
中
の
生
き
も
の
と
水

　

質
調
査
」（
全
学
年
）「
シ
ャ
ボ
ン

　

玉
の
か
く
れ
た
力
」（
小
学
生
）「
マ

　

イ
ナ
ス
１
９
６
度
の
世
界
！
」(

全

　

学
年)

な
ど
。

※

内
容
は
天
候
等
に
よ
り
変
更
に
な

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
定
員　

20
人
〜
40
人
程
度
（
先
着

　

順
）

※

１
日
を
通
し
て
の
参
加
を
基
本
と

　

し
ま
す
。

■
申
込
期
限 

７
月
20
日
（
水
）
ま
で

■
申
込
・
問
合
先  

学
校
教
育
課

　
（
内
線
８
１
９
）

＊
詳
し
く
は
６
月
末
に
学
校
で
配
布

　

す
る
チ
ラ
シ
で
確
認
し
て
く
だ
さ

　

い
。

サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
ク
ー
ル

in
五
條

楽
し
い
実
験
を
し
よ
う

講　

座

講　

座

講　

座

おしらせ・イベント
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広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

　
（
大
塔
町
）

■
対
象　

家
族
の
介
護
を
し
て
い
る

　

人
、
介
護
に
関
心
の
あ
る
人
な
ど
。

■
参
加
費　

無
料　
　

■
問
合
先　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　

ま
き
の
苑　

担
当　

西
島　

☎
２
２
・
８
８
８
１

※

五
條
市
の
委
託
事
業
を
受
け
て
実

　

施
し
て
い
ま
す
。

五
條
市
介
護
教
室

〜
福
祉
用
具
を
上
手
に
活
用
し

よ
う
〜　

参
加
者
募
集

　

福
祉
用
具
を
使
っ
た
介
護
技
術
を

習
得
し
て
、
腰
痛
を
予
防
し
ま
し
ょ

う
。

※

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

７
月
31
日
（
日
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
会
場　

賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗
資

　

料
館　

伝
承
館

■
対
象　

家
族
の
介
護
を
し
て
い
る

　

人
、
介
護
に
関
心
の
あ
る
人
な
ど

■
参
加
費　

無
料　
　

■
問
合
先　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　

ま
き
の
苑　

担
当　

三
好　

☎
２
２
・
８
８
８
１　
　

※

会
場
ま
で
の
移
動
に
つ
い
て
困
難

　

な
人
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

募　

集

■
申
込
・
問
合
先　

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

行
政
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

国
民
の
声
を
行
政
制
度
の
改
善
に

役
立
て
る
た
め
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
が
、
皆

さ
ん
か
ら
行
政
へ
の
意
見
や
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
相
談
日
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

（
新
町
３
丁
目
３
番
２
号
）

▼
日
時　

毎
週
水
曜
日　

13
〜
16
時

▼
相
談
員　

小
窪
美
貴
男
、
津
田
礼

　

子
▼
問
合
先　

福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
２
４
・
２
２
０
０

■
会
場　

西
吉
野
支
所

▼
日
時　

７
月
20
日
、
８
月
17
日
、

　

平
成
29
年
１
月
18
日
、
２
月
15
日
、

　

３
月
15
日　

13
時
〜
15
時

▼
相
談
員　

菊
谷
眞
宜

▼
問
合
先　

西
吉
野
支
所

☎
３
３
・
０
３
０
１

た
８
月
６
日
（
土
）
８
時
15
分
、
長

崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
８
月
９
日

（
火
）
11
時
２
分
、
そ
し
て
五
條
市

が
空
襲
を
受
け
た
８
月
８
日
（
月
）

８
時
30
分
か
ら
１
分
間
、
原
爆
死
没

者
の
冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
を
祈
願

し
て
「
平
和
の
鐘
」
が
市
内
の
13
の

寺
か
ら
鳴
り
響
き
ま
す
。
当
日
は
１

分
間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
市
内
13
寺
一
覧
表

宝
満
寺
（
本
町
）・
桜
井
寺
（
須
恵
）・

明
西
寺
（
五
條
）・
安
生
寺
（
今
井
）・

地
福
寺（
久
留
野
）・
生
蓮
寺（
二
見
）・

転
法
輪
寺（
犬
飼
）・
降
霊
寺（
相
谷
）・

宝
蔵
寺
（
御
山
）・
吉
祥
寺
（
丹
原
）・

光
明
寺（
丹
原
）・
満
願
寺（
霊
安
寺
）・

金
剛
寺
（
野
原
西
）

※

事
情
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
問
合
先　

企
画
政
策
課

　
（
内
線
２
８
６
）

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

　

７
月
の
く
み
取
り
は
、
次
の
日
程

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
業
者
ま

で
直
接
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
７
月
７
日
（
木
）・
21
日
（
木
）

※

当
日
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

さ
い
。

※

五
條
市
の
委
託
事
業
を
受
け
て
実

　

施
し
て
い
ま
す
。

第
12
回
住
ま
い
の
ま
ち
な
み
コ

ン
ク
ー
ル

　

地
域
住
民
に
よ
り
育
ま
れ
て
い
る

良
好
な
「
住
ま
い
の
ま
ち
な
み
」
を

表
彰
・
支
援
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
を
紹

介
し
ま
す
。
受
賞
団
体
に
は
維
持
管

理
活
動
の
た
め
の
支
援
金
も
あ
り
ま

す
。

■
応
募
期
間

　

８
月
31
日
（
水
）
必
着

■
応
募
先

　
（
一
財
）
住
宅
生
産
振
興
財
団

　

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
３
丁
目
11
番

　

15
号　

S
V
A
X
T
T
ビ
ル
５
F

☎
０
３
・
５
７
３
３
・
６
７
３
３

※

応
募
要
項
、
様
式
な
ど
の
詳
細
は
、

　

応
募
先
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

　

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

地
域
政
策
課

　
（
内
線
２
３
６
）

世
界
平
和
と
核
兵
器
廃
絶
を
祈

願
、
市
内
13
の
寺
か
ら
「
平
和

の
鐘
」

　

今
年
も
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ

講　

座

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

おしらせ・イベント
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おしらせ・イベント

広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　

25
人
程
度

■
受
験
資
格

▼
大
学
区
分

　

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る

大
学
を
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は

　

平
成
29
年
３
月
卒
業
見
込
の
人

▼
短
大
区
分

　

平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る

短
期
大
学
を
卒
業
し
た
人
、
ま
た

は
平
成
29
年
３
月
卒
業
見
込
の
人

▼
高
校
区
分

　

平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
ま
た

は
平
成
29
年
３
月
卒
業
見
込
の
人

■
受
付
期
間
７
月
25
日
（
月
）

　

〜
８
月
５
日
（
金
）

（※

持
参
の
場
合
は
消
防
本
部
へ
10

時
〜
17
時
、
土
日
祝
日
お
よ
び
平

日
の
正
午
〜
13
時
は
除
く
）

■
第
１
次
試
験
日

　

９
月
18
日
（
日
）

■
受
験
申
込
配
布
開
始
日

　

７
月
１
日
（
金
）
10
時
か
ら

※

広
域
消
防
組
合
の
18
消
防
署
で
申

込
書
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
申

込
み
は
本
部
ま
で
、
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

②
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
看

護
師
国
家
試
験
に
よ
り
看
護
師
免

許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
人

■
試
験
日

　

第
１
回　

７
月
30
日
（
土
）

　

第
２
回　

８
月
27
日
（
土
）

　

第
３
回　

９
月
24
日
（
土
）

【
受
付
期
間
】

　

第
１
回　

７
月
４
日
（
月
）

　

〜
７
月
15
日
（
金
）

　

第
２
回　

８
月
１
日
（
月
）

　

〜
８
月
12
日
（
金
）

　

第
３
回　

８
月
29
日
（
月
）

　

〜
９
月
９
日
（
金
）

※

地
方
公
務
員
法
に
定
め
る
欠
格
条

項
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま

せ
ん
。

※

受
験
案
内
は
、
事
務
局
で
配
布
す

る
と
と
も
に
、
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
先

　

南
和
広
域
医
療
企
業
団
事
務
局
人

事
課
（
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
２
階
）

☎
０
７
４
７
・
５
４
・
５
０
０
０

平
成
28
年
度
奈
良
県
広
域
消
防

組
合
消
防
職
員
採
用
試
験

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
で
は
、
平

成
29
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消
防

■
職
種
・
人
数

　

看
護
師
（
推
薦
）
20
人

■
応
募
資
格

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

　

①
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
看

護
学
校
等
養
成
施
設
を
卒
業
す
る

見
込
み
で
、
平
成
29
年
に
実
施
さ

れ
る
看
護
師
国
家
試
験
に
よ
り
看

護
師
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の

人

　

②
成
績
優
秀
で
学
校
長
ま
た
は
学

部
・
学
科
長
が
推
薦
す
る
人
（※

教
員
個
人
の
推
薦
は
不
可
）

　

③
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
40
歳

未
満
の
人

■
試
験
日　

８
月
20
日
（
土
）

■
受
付
期
間

　

７
月
11
日
（
月
）
〜
７
月
29
日

（
金
）

※

地
方
公
務
員
法
に
定
め
る
欠
格
条

項
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま

せ
ん
。

■
職
種
・
人
数　

　

看
護
師
（
一
般
）
30
名
程
度
﹇
平

成
29
年
４
月
採
用
／
随
時
採
用
﹈

■
応
募
資
格

　

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
40
歳
未

満
の
人
で
、
次
の
①
ま
た
は
②
を

満
た
す
こ
と

　

①
看
護
師
免
許
を
有
す
る
人

平
成
28
年
度
第
10
期
犯
罪
被
害

者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

犯
罪
や
事
件
・
事
故
の
被
害
者
や
、

遺
族
の
人
を
直
接
支
援
を
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
支
援
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
講
座
を
修
了
し
、
適
性
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
人
に
委
嘱
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

７
月
29
日
（
金
）
ま
で

■
募
集
人
数　

約
20
人

■
応
募
資
格

　

▼
県
内
在
住
の
70
歳
未
満
の
成
人

　
　
（
性
別
、
職
業
、
学
歴
不
問
）

　

▼
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
活
動
の

　
　

趣
旨
に
賛
同
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　

ア
と
し
て
参
加
で
き
る
人

 ※

詳
し
く
は
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

公
益
社
団
法
人

　

な
ら
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

事
務
局
（
奈
良
市
東
向
中
町
６
番

　

地　

奈
良
県
経
済
倶
楽
部　

経
済

　

会
館
４
階
）　

☎
０
７
４
２
・
２
６
・
６
９
３
５

（
月
〜
金
10
時
〜
16
時
・
祝
日
除
く
）

平
成
28
年
度
南
和
広
域
医
療
企

業
団
職
員
採
用
試
験

　
南
和
広
域
医
療
企
業
団
で
は
次
の

と
お
り
看
護
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

試　

験

試　

験

募　

集
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おしらせ・イベント

　

自
衛
官
の
採
用
試
験
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

①
陸
・
海
・
空
自
衛
隊 

自
衛
官
候
補

　

生
採
用
試
験
（
男
女
）

　

▼
応
募
資
格　

平
成
29
年
４
月
１

　
　

日
現
在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満

　

▼
試
験
日　

男
子
：
８
月
27
日

　
　
（
土
）お
よ
び
28
日（
日
）、女
子
：

　
　

９
月
25
日
（
日
）

　

▼
受
付
期
間　

男
子
：
年
間
を
通

　
　

し
随
時
、女
子
：
９
月
８
日
（
木
）

　
　

ま
で

　

▼
試
験
内
容　

筆
記
試
験
、
口
述

　
　

試
験
、
適
性
検
査
、
身
体
検
査

②
陸
・
海
・
空
自
衛
隊 

一
般
曹
候
補

　

生
採
用
試
験
（
男
女
）
１
次
試
験

　

▼
応
募
資
格　

平
成
29
年
４
月
１

　
　

日
現
在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満

　

▼
試
験
日　

９
月
16
日
（
金
）
ま

　
　

た
は
17
日
（
土
）

　

▼
受
付
期
間　

９
月
８
日
（
木
）

　
　

ま
で

男
性
17
人
程
度
、
女
性
３
人
程
度

▼
警
察
官
Ｂ
（
高
卒
）
昭
和
61
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
警
察
官

Ａ
採
用
試
験
受
験
資
格
以
外
の
人

男
性
33
人
程
度
、
女
性
５
人
程
度

■
受
付
期
間

▼
郵
送
・
持
参

　

８
月
26
日
（
金
）
ま
で

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み

　

８
月
22
日
（
月
）
ま
で

■
申
込
・
問
合
先

　

奈
良
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

　

〒
６
３
０ ‐

 
８
５
７
８

　

奈
良
市
登
大
路
町
80
番
地

　

URL:w
w
w
.police.pref.nara.jp

☎
０
１
２
０
・
３
５
１
・
２
０
４

　
平
成
28
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

の
お
し
ら
せ

■
問
合
先

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

人
事
課
人
事
係
（
橿
原
市
慈
明
寺

町
１
４
９
番
地
の
３
）

　

URL: w
w
w
.naraksk119.jp

☎
０
７
４
４
・
２
６
・
０
１
１
９

平
成
28
年
度
警
察
官
採
用
試
験

　

奈
良
県
警
察
で
は
、
次
の
と
お
り

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■
１
次
試
験
日
（
体
力
試
験
）
９
月

３
日
（
土
）
ま
た
は
４
日
（
日
）

（
教
養
・
論
作
文
試
験
）
９
月
18
日

（
日
）

（
口
述
試
験
）
10
月
８
日
（
土
）
ま

た
は
９
日
（
日
）

■
採
用
予
定
人
員

▼
警
察
官
Ａ
（
大
卒
）
昭
和
61
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

大
卒
ま
た
は
来
年
卒
業
見
込
み
。

■問合先
　人権施策課　☎２５・１１３７

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

　

▼
試
験
内
容　

筆
記
試
験
、
作
文
、

　
　

適
性
検
査

③
海
上
・
航
空
自
衛
隊 

航
空
学
生
採

　

用
試
験
（
男
女
）
１
次
試
験

　

▼
応
募
資
格　

平
成
29
年
４
月
１

　
　

日
現
在
、
18
歳
以
上
21
歳
未
満

　

▼
試
験
日　

９
月
22
日
（
木
）

　

▼
受
付
期
間　

９
月
８
日
（
木
）

　
　

ま
で

　

▼
試
験
内
容　

筆
記
試
験
、
適
性

　
　

検
査

■
試
験
会
場　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基

　

地　
■
問
合
先　

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力

　

本
部
五
條
地
域
事
務
所
（
今
井
５

　

丁
目
１
の
12 

サ
ン
タ
ウ
ン
２
階
）

☎
２
２
・
３
７
８
９

　

試　

験

試　

験
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「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

写真①篦の木（北東から。平成 28年６月１日撮影）

済
・
社
会
の
発
展
が
農
学
者
・
代
官
・
篤
農
家

の
連
携
に
よ
っ
て
図
ら
れ
た
こ
と
に
意
義
が
あ

る
と
、
藤
井
氏
は
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
江
戸
時
代
の
記
憶
も
今
は
忘
れ
去
ら

れ
、
唯
一
生
き
残
っ
た
「
篦
の
木
」
が
、
毎
年

７
月
頃
に
淡
黄
色
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

頼
祺
一
監
修
・
豊
田
寛
三
他
著
『
大
分
県
先
哲
叢
書 

大
蔵

永
常
』
大
分
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年

藤
井
正
英
『
五
條
社
会
歴
史
研
究
』
第
四
集
、
一
九
九
八

年藤
井
正
英
「
第
一
部 

第
六
章 

五
條
代
官
所
の
設
置
」

『
新
町
と
松
倉
豊
後
守
重
政
四
〇
〇
年
記
念
誌
』
同
記
念

事
業
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年

文
化
財
課
学
芸
員　

前
坂 

尚
志

え
て
い
ま
す
。

　

藤
井
氏
は
、
『
北
宇
智
村
誌
』
（
吉
田
寅
蔵

編
、
1
9
5
2
年
発
行
）
に
出
屋
敷
の
「
ヘ
ラ

の
木
」
に
つ
い
て
「
土
地
で
は
ト
ク
ヲ
（
緒
？

と
称
し
」
と
あ
る
の
に
注
目
し
、
ト
ク
ヲ
は

「
徳
苧
」
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
推
測
し
ま
し

た
。

　

徳
苧
の
木
は
、
豊
後
国
日
田
郡
（
現
在
の
大

分
県
日
田
市
）
出
身
の
農
学
者
・
大
蔵
永
常

（
1
7
6
8
〜
1
8
6
0
）
が
文
化
元
年
（
1

8
0
4
）
に
著
し
た
『
老
農
茶
話
』
に
出
て
き

ま
す
。
同
書
で
は
、
徳
苧
の
活
用
法
に
つ
い
て

「
下
駄
に
引
て
山
坂
を
歩
行
に
よ
し
、
桐
の
下

駄
に
同
じ
事
な
り
」
「
牛
馬
の
口
縄
に
用
」

「
蓑
に
あ
ミ
て
雨
を
通
さ
ず
」
な
ど
と
記
さ
れ
、

そ
の
繊
維
で
布
を
織
っ
て
布
団
を
作
る
と
「
貧

民
の
助
に
成
」
と
も
し
て
い
ま
す
。
大
分
県
の

民
俗
調
査
な
ど
で
は
、
ヘ
ラ
ノ
キ
を
下
駄
や
腰

蓑
、
馬
具
、
蓑
の
綱
、
草
履
、
衣
類
な
ど
に
利

用
し
て
い
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
徳
苧
の
木
は

ヘ
ラ
ノ
キ
の
別
名
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
『
老
農
茶
話
』
の
出
版
を
助
け
た
の
が
、

五
條
代
官
の
池
田
仙
九
郎
但
季
（
在
任
1
8
0

3
〜
1
8
1
0
）
で
す
。
但
季
は
、
前
任
の
大

坂
鈴
木
町
代
官
時
代
に
知
り
合
っ
た
永
常
の
働

き
か
け
を
受
け
て
、
自
ら
跋
文
（
あ
と
が
き
）

を
認
め
、
官
版
（
主
に
幕
府
が
出
版
し
た
板

本
）
と
し
て
刊
行
し
ま
し
た
。

　

永
常
は
、
こ
の
頃
か
ら
五
條
村
の
篤
農
家
・

常
楽
屋
（
久
保
）
東
兵
衛
（
1
7
6
9
〜
1
8

4
2
）
と
と
も
に
、
荒
木
山
（
今
井
町
か
）
な

ど
で
の
櫨
の
栽
培
と
蝋
燭
の
製
造
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
（
大
蔵
『
農
家
益 

後
編
』
1
8

1
0
年
ほ
か
）
。
徳
苧
の
木
（
ヘ
ラ
ノ
キ
）
に

関
し
て
は
櫨
の
よ
う
な
記
録
類
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
永
常
が
豊
後
で
見
聞
し
た
活
用
法
を
実
践

す
べ
く
、
池
田
代
官
や
地
元
の
豪
農
の
協
力
を

得
て
出
屋
敷
村
で
植
樹
を
行
っ
た
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
櫨
も
徳
苧
も
民
に
益
を
も
た
ら
す
商

品
作
物
で
あ
り
、
地
域
の
産
業
振
興
に
よ
る
経

　

前
回
紹
介
し
た
塚
山
古
墳
の
す
ぐ
西
の
山
腹

に
、
奈
良
県
指
定
天
然
記
念
物
「
篦
の
木
」
が

あ
り
ま
す
。
奈
良
・
兵
庫
両
県
以
西
の
暖
地
の

山
中
に
自
生
す
る
シ
ナ
ノ
キ
科
の
落
葉
高
木

「
ヘ
ラ
ノ
キ
」
で
、
花
序
の
柄
の
途
中
に
篦
形

の
総
苞
葉
が
付
く
の
が
名
の
由
来
で
す
。
奈
良

県
で
は
吉
野
川
流
域
を
中
心
に
吉
野
・
宇
陀
地

域
に
分
布
し
、
出
屋
敷
町
内
に
も
多
数
あ
っ
た

そ
う
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
伐
採
さ
れ
た
り
枯

死
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
が
自
然
分
布
か
植
林
の
残
存
か
は
区

別
し
が
た
い
そ
う
で
す
が
、
五
條
文
化
博
物
館

長
の
藤
井
正
英
氏
は
、
出
屋
敷
町
の
ヘ
ラ
ノ
キ

は
江
戸
時
代
の
植
樹
の
名
残
で
は
な
い
か
と
考
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五
條
の

市

の

動

き

市

の

動

き

人
口
３
２
２
０
７
人　
　
　

男
１
５
３
１
２
人　
　
　

  

女
１
６
８
９
５
人　

   　
　

世
帯
数
１
３
６
４
６

　
　

 　

（
▲
８
１
）　
　
　
　
　
　

（
▲
３
６
）　
　
　
　

 　
　

 

（
▲
４
５
）　
　
　
　
　
　

   　
　

（
▲
２
４
）

（
5
月
31
日
現
在
）　

（　

）
内
の
数
字
は
前
月
比
・
▲
は
減
少

篦
の
木
と
大
蔵
永
常 第95回

五
條
の

を

歴
史を

歴
史

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

・ごみ量 402.4㌧

・目標値 398.4㌧

4月結果発表！

 4㌧
超過

燃えるごみ

減量チャレンジ！

7月の目標 
  401.1㌧!

200
トン減

めざせ年間

食べ残しを減らして、ごみの減量に取り組みましょう！

写真②『老農茶話』に描かれている徳苧樹の葉
（『大分県先哲叢書 大蔵永常』から複写）

出
生
１
４
件　

死
亡
３
８
件

転
入
２
１
件　

転
出
７
０
件

22

23

24

25

26

27

28

29

金

土

日

月

火

水

木
燃えるごみ

写真②『
（ 分（『大分県

おしい！

お
お
く
ら　

な
が
つ
ね

へ
ら

）

みんなとつながる
こうほうごじょう

る
う 広報五條広報五條

15（月）

五條市結婚相談所

時間◎13時～16時

場所◎福祉センター

問合◎児童福祉課

　　　（内線366）

年金事務所の出張年金相談

時間◎10時～正午

　　　13時～16時（要予約）

受付◎市民課年金係

予約◎大和高田年金事務所

☎0745・22・3531
※早めに予約してください。（人数制限あり）

五條市結婚相談所

時間◎13時～16時

場所◎福祉センター

問合◎児童福祉課(内線366)

心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談
場所◎カルム五條

予約◎カルム五條（内線290）

心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談
場所◎カルム五條

予約◎カルム五條（内線290）

悪質商法や多重債務など

消費生活・多重債務相談
時間◎10時～15時
場所◎第２分庁舎３階

７  月 市 民 ご よ み

毎 週
月・木

人権を確かめあう日7/11
（月）

7/9
（土）

7/14
（木）

7/28
（木）

7/13
（水）

7/27
（水）

「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

策課 みんなとつながるる 広 條広報五條広 條広報五條

市内保育所
臨時保育士登録者募集！

■問合先　児童福祉課（内線３４９）

税理士による税の無料相談
時間◎1３時30分～15時30分

場所◎中央公民館

7/13
（水）

納税には口座振替のほか、コンビニ
エンスストアでも納付できます。
■問合先　保険課（内線 266）

７月は国民健康保険税
全期・第１期の納期です。
納期限は８月１日（月）まで

か
じ
ょ

え

そ
う
ほ
う

ぶ
ん
ご

ひ  

た

ろ
う
の
う
さ
わ

げ  

た

あ
る
く

な
る

み
の

ぞ
う
り

た
だ
す
え

こ
し

ば
つ
ぶ
ん

し
た
た

と
く
の
う
か

は
ぜ

ろ
う
そ
く

健康管理、肥満や禁煙など

保健師による健康相談
場所◎カルム五條

予約◎カルム五條（内線290）

7/27
（水）
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